
▼議場にタブレットが登場 ▼5人の講師に教わりました

バックは
真庭火葬場のＣＬＴ

12
月
か
ら
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

12
月
か
ら
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

議
員
全
員

議
員
全
員

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
部
会
が
研
究
し
て
き

た
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
の
契
約
が
整
い
、８

月
６
日
か
ら
３
回
研
修
会
を
行
い
ま
し

た
。契
約
先
は
東
京
イ
ン
タ
ー
プ
レ
イ
と

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
で
、経
費
削
減
と
議
会
運

営
の
効
率
化
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

　
悪
戦
苦
闘
、操
作
に
戸
惑
う
議
員
も
お

り
講
師
に
教
わ
り
な
が
ら
の
挑
戦
で
し

た
。情
報
共
有
や
文
書
管
理
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
可
能
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
９
月
議
会
は
今
ま
で
通
り
の
紙
資

料
と
併
用
し
ま
し
た
が
、12
月
議
会
か

ら
は
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
と
な
り
ま
す
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
議
員
と
事
務
局
職

員
に
計
30
台
用
意
し
、３
年
間
リ
ー

ス
総
額
は
１
，２
９
２
万
円
で
、議
員

は
毎
月
３
，９
０
７
円
の
通
信
費
を

自
己
負
担
し
て
い
ま
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
挑
戦
中

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
挑
戦
中

まにわまにわ市   章

真庭市議会だより真庭市議会だより 第54号第54号
11月１日発行
平成30年

54

30

11

T
E
L（
0
8
6
7
）4
2
-12
7
2
　
FA
X（
0
8
6
7
）4
2
-14
2
0

〒
７
１
９
ー

３
２
９
２



平成30年９月第４回真庭市議会9 会期9月4日 9月28日～月定例会月定例会

ANIWAM
IKAIG

2億4,725万円を可決しました。

平成30年度9月補正予算

（単位：万円、千円を四捨五入）

【主な内容】今回の一般質問は16人。
・ＳＤＧｓ関連事業を含む補正予算４件を可決　決算14件を認定

・指定管理者の指定など議案20件を可決。人権擁護委員３人を同意しました。

520億7,457万円520億7,457万円
補正後の全会計予算額

25億2,252万円（4.6％）減25億2,252万円（4.6％）減
対 前 年 比

一般会計
特別会計

公営企業会計

１億２,６２６万円
１億１,９９２万円

１０７万円

３２１億３,３５１万円
１３２億０,７８７万円
６７億３,３２０万円

２.５％減
７.６％減
８.５％減

９月補正額 対前年比補正後予算額

単位：万円平成30年度９月補正　会計別予算集計表

千円を四捨五入

会　計　名

一　般　会　計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

介護保険特別会計

（介護サービス事業勘定）

簡易水道事業特別会計

浄化槽事業特別会計

津黒高原観光事業特別会計

クリエイト菅谷事業特別会計

温泉事業特別会計

特別会計合計

農業共済事業特別会計

水道事業会計

下水道事業会計

国民健康保険湯原温泉病院

事業会計

公営企業会計合計

合　　　　　計

９月補正額

12,626

0

0

12,112

0

0

0

0

△120
0

11,992

107

0

0

0

107

24,725

補正後予算額

3,213,351

494,019

77,909

614,117

5,029

102,737

9,285

2,866

785

14,040

1,320,787

30,197

125,967

338,747

178,410

673,320

5,207,457

目
の
な
い
子

育
て
支
援
事

業
113
万
円
、
農

林
水
産
業
費

に
712
万
円
、
真

庭
産
業
団
地

調
整
池
漏
水

対
策
事
業
３
，

０
０
７
万
円
、

学
力
向
上
事

業
92
万
円
、
な

ど
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
特
別
会
計
の
ク
リ
エ
イ
ト
菅

谷
事
業
は
120
万
円
減
額
し
、
介
護
保

険
を
1
億
２
，
１
１
２
万
円
、
企
業

会
計
の
農
業
共
済
事
業
107
万
円
を
増

額
し
ま
し
た
。

　

　

９
月
25
日
予
算
審
査
特
別
委
員

会
（
委
員
長:

緒
形
尚
、
副
委
員

長:

山
本
久
惠
）
が
開
催
さ
れ
、
執

行
部
か
ら
提
案
が
あ
っ
た
1
億
２
，

６
２
６
万
円
の
一
般
会
計
補
正
予

算
が
多
く
の
質
疑
を
受
け
た
後
、
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
は
、
持
続
可
能
な
開
発

目
標
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
に
国

の
補
助
金
４
，
０
０
０
万
円
に
加
え

市
財
源
を
２
，
８
１
６
万
円
を
投
入

し
、
計
６
，
８
１
６
万
円
を
計
上
。
他

に
は
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
対
策

事
業
462
万
円
、
災
害
見
舞
金
255
万
円
、

生
ご
み
資
源
化
に
よ
る
地
域
産
業
の

創
出
事
業
１
，
１
９
１
万
円
、
切
れ

　
　
９
月
補
正
予
算

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
関
連
に
６
，８
１
６
万
円

エ
ス
デ
ィ
ジ
ー
ズ

委員長席にて

22



体
育
館
や
図
書
館
な
ど
地
方
公

共
団
体（
市
）が
、
住
民
の
福
祉
を

増
進
す
る
目
的
で
設
置
し
た
、
公

の
施
設
の
管
理
運
営
を
、
市
が
指

公
募
一
団
体　

指
定
先
＝
郷
原

漆
器
生
産
振
興
会　

会
長　

高

山
雅
之　

○
243
万
円

▼
蒜
山
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ

ナ
ル　

公
募
一
団
体　

指
定
先

＝
㈱
ア
ス
ト
ピ
ア
蒜
山　

代
表

取
締
役　

小
谷
敏
樹　

○
０
円

▼
蒜
山
快
湯
館　

公
募
一
団
体

指
定
先
＝
㈱
ア
ス
ト
ピ
ア
蒜
山

代
表
取
締
役　

小
谷
敏
樹　

○
０
円

▼
蒜
山
堆
肥
セ
ン
タ
ー　

公
募
一

団
体　

指
定
先
＝（
一
社
）
蒜
山

農
業
公
社　

理
事
長　

矢
谷
信

道　

○
740
万
円

▼
蒜
山
高
原
ス
ポ
ー
ツ
公
園
及

び
蒜
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

公
募
一
団
体　

㈱
ア
ス
ト
ピ
ア

蒜
山　

代
表
取
締
役　

小
谷
敏

樹　

○
450
万
円

▼
蒜
山
高
原
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ

パ
ー
ク　

公
募
一
団
体　

指
定

▼
道
の
駅
風
の
家（
蒜
山
）・
三
木

ケ
原
ふ
る
さ
と
特
産
館（
蒜
山
）・

ひ
る
ぜ
ん
ベ
ア
バ
レ
ー
ス
キ
ー

場
・
蒜
山
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
ハ
ー

ビ
ル
・
そ
ば
の
館（
蒜
山
）　

公
募

一
団
体　

指
定
先
＝
㈱
グ
リ
ー

ン
ピ
ア
蒜
山　

代
表
取
締
役　

芦
立
紘
一　

○
０
円

▼
蒜
山
ヒ
ル
ズ
・
自
然
牧
場
公
園

（
蒜
山
）　

公
募
一
団
体　

指
定

先
＝
㈲
ト
ラ
ベ
ル
シ
リ
ウ
ス　

代
表
取
締
役　

池
田
博
昭

○
０
円

▼
ワ
イ
ン
醸
造
販
売
所
・
特
産
品

加
工
所
（
蒜
山
）　

非
公
募
一
団

体　

指
定
先
＝
ひ
る
ぜ
ん
ワ
イ

ン
㈲　

代
表
取
締
役　

植
木
啓

司　

○
０
円

▼
八
束
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
特
産

館　

公
募
一
団
体　

指
定
先
＝

㈱
蒜
山
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ッ
ト　

代
表
取
締
役　

入
澤
靖
昭　

○
０
円

▼
郷
原
漆
器
の
館
（
蒜
山
）　

非

先
＝
㈱
ノ
ア　

代
表
取
締
役　

原
田
喜
市　

○
０
円

▼
道
の
駅
醍
醐
の
里（
落
合
）　

公

募
一
団
体　

指
定
先
＝
㈲
醍
醐

の
里　

代
表
取
締
役　

牧
生
夫

○
０
円

▼
落
合
総
合
公
園（
白
梅
総
合
体

育
館
な
ど
）　

公
募
一
団
体　

指

定
先
＝
㈱
お
ち
あ
い
振
興
公
社

代
表
取
締
役　

梅
井
康
司　
　

○
４
，８
９
７
万
円

▼
山
本
町
駐
車
場
（
勝
山
）　

非

公
募
一
団
体　

指
定
先
＝
山
本

町
自
治
会　

代
表
者　

秋
田
繁

彦　

○
０
円

▼
交
流
体
験
施
設
匠
蔵
（
勝
山
）

公
募
一
団
体　

指
定
先
＝
（
特

非
）
勝
山
・
町
並
み
委
員
会　

理

事
長　

行
藤
公
典　

○
924
万
円

▼
ひ
ま
わ
り
館（
湯
原
）・
下
湯
原

温
泉
露
天
風
呂　

公
募
一
団
体　

指
定
先
＝
ま
に
わ
日
本
蜜
蜂
企

業
組
合　

代
表
理
事　

佐
山
修

一
○
０
円

▼
湯
原
温
泉
駐
車
場
及
び
向
湯

原
駐
車
場　

非
公
募
一
団
体　

指
定
先
＝（
一
社
）
湯
原
観
光
協

会　

会
長　

池
田
博
昭　

○
０
円　
　
　
　
　

 

〈
議
決
順
〉

主な

議決
内容

指
定
管
理
者
が
決
定 

蒜山ワイナリー外観

　

真
庭
市
の
施
設
を
管
理
運
営
す
る
、
指
定
管
理
者
が
決
ま
り
ま
し

た
。指
定
期
間
は
、
全
て
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
36
年
3
月
31

日
ま
で
の
５
年
間
で
す
。

　

○
の
次
に
書
い
て
い
る
金
額
は
、
市
が
支
払
う
１
年
間
の
指
定
管
理

料
で
す
。０
円
は
、市
が
指
定
管
理
料
を
支
払
わ
な
い
と
い
う
事
で
す
。

定
し
た
民
間
事
業
者
を
含
む
法

人
・
団
体
に
行
わ
せ
る
制
度
。
民

間
の
活
力
を
導
入
し
自
治
体
の

経
営
改
善
を
図
る
目
的
で
、
平
成

15
年
か
ら
始
ま
っ
た
制
度
で
す
。

次
ペ
ー
ジ
へ

交流体験施設匠蔵　ひしおの正面玄関

白梅総合体育館　行進する園児たち

ホテル蒜山ヒルズのフロント

指
定
管
理
者
制
度
と
は

3

９月定例会９月定例会

3



ほ
か
に
ど
ん
な

　

施
設
が
あ
る
の
？

　

今
議
会
で
23
施
設
の
指
定
先

を
決
定
し
ま
し
た
が
、
ほ
か
に
ど

ん
な
施
設
が
あ
る
の
か
紹
介
し

ま
す
。

▼
湯
原
温
泉
民
俗
資
料
館　

指

定
先
＝（
一
社
）湯
原
観
光
協
会

▼
勝
山
健
康
増
進
施
設
水
夢　

指
定
先
＝
㈱
ガ
ッ
ト

▼
真
庭
ひ
か
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

指
定
先
＝（
公
財
）
真
庭
エ
ス
パ

ス
文
化
振
興
財
団

▼
久
世
エ
ス
パ
ス
セ
ン
タ
ー　

指
定
先
＝（
公
財
）
真
庭
エ
ス
パ

ス
文
化
振
興
財
団

　

国
の
税
制
改
正
に
よ
り
、
た
ば

こ
税
の
見
直
し
が
行
な
わ
れ
た
。

た
ば
こ
税
は
、
平
成
30
年
10
月
１

日
か
ら
３
段
階
で
引
き
上
げ
、
国

と
地
方
あ
わ
せ
て
１
本
当
た
り

１
円
づ
つ
、
３
年
間
で
３
円
引
き

上
げ
る
。

　

加
熱
式
た
ば
こ
は
、「
重
量
」と

「
価
格
」
を
紙
巻
た
ば
こ
の
本
数

に
換
算
す
る
方
式
と
し
、
平
成
30

年
10
月
１
日
か
ら
５
年
間
か
け

て
移
行
す
る
。市
税
は
、
毎
年
２
，

０
０
０
万
円
、
３
年
で
６
，
０
０

０
万
増
と
見
込
ん
で
い
る
。

定
し
て
い
た
ク
リ
エ
イ
ト
菅
谷

（
美
甘
）
の
河
田
民
家
を
土
地
所

有
者
か
ら
倉
庫
と
し
て
使
用
し

た
い
と
譲
渡
の
申
し
入
れ
が
あ

り
、無
償
譲
渡
す
る
こ
と
に
し
た
。

現
状
渡
し
な
の
か
。
譲
渡

が
完
了
し
た
時
点
で
一
切

の
関
係
が
終
了
す
る
の
か
。

そ
の
と
お
り
。
譲
渡
契
約

後
は
本
人
が
管
理
す
る
。

▼
北
房
英
賀
公
園

指
定
先
＝
㈱
八
光

▼
真
庭
市
交
流
定

住
セ
ン
タ
ー
（
久

世
）　

指
定
先
＝

（
一
社
）
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
デ
ザ
イ
ン

〈
業
務
デ
ー
タ
集

か
ら
抜
粋
〉

▼
今
月
号
で
紹
介

し
な
か
っ
た
施
設

は
市
の
直
営
で
す
。

　7月の西日本豪雨災害の補

正予算として、農地・農業用施

設の復旧費14億318万円、公共

土木施設・河川の復旧費 12億

8,502万円、小中学校施設の復

旧費 783万円、災害の予備費 1

億 5,000万円などを増額しまし

た。また大阪の小学校のブロッ

ク塀が崩れた事故対策として、

市内のブロック塀撤去費 1,995

万円、災害で遠のいた観光客の

来訪を促す経費320万円などを

含め一般会計29億5,753万円を

可決しました。

　また特別会計の簡易水道事

業 2,378万円、クリエイト菅谷

事業30万円、企業会計の水道事

業8,109万円を増額しました。

▼
北
房
な
か
つ
い
陣
屋
・
北
房
旧

菅
野
邸　

指
定
先
＝
な
か
つ
い

陣
屋
管
理
運
営
委
員
会

▼
余
野
農
村
型
リ
ゾ
ー
ト
施
設

「
高
仙
の
里
よ
の
」「
青
木
本
家
」

（
久
世
）　

指
定
先
＝
㈱
ラ
イ
フ

ギ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

▼
八
束
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
川

上
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
川
上
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
川
上
保

健
セ
ン
タ
ー
・
中
和
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー　

指
定
先

＝（
社
福
）
真
庭
市
社
会

福
祉
協
議
会

▼
湯
原
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー　

指
定
先
＝

（
社
福
）真
庭
市
社
会

福
祉
協
議
会

▼
コ
ス
モ
ス
の
里
特

産
品
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
（
北
房
）　

指
定
先

＝
び
ほ
く
農
業
協
同
組
合　

▼
ク
リ
エ
イ
ト
菅
谷
（
美
甘
）　

指
定
先
＝
㈲
原
建
設
工
業
所

▼
蒜
山
な
ご
み
の
温
泉
津
黒
高

原
荘
・
津
黒
高
原
ス
キ
ー
場
・
津

黒
高
原
キ
ャ
ン
プ
場　

津
黒
温

泉
プ
ー
ル
・
中
和
多
目
的
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

指
定
先

＝
㈱
ア
ス
ト
ピ
ア
蒜
山　

▼
勝
山
堆
肥
セ
ン
タ
ー　

指
定

先
＝
㈲
エ
コ
ラ
イ
フ
商
友

下湯原　ひまわり館の売店

前
ペ
ー
ジ
か
ら

指
定
管
理
者

た
ば
こ
税
ア
ッ
プ

河こ

う

た田
民
家
を

無
償
譲
渡

主な

議決
内容

A Q

　

平
成
30
年
度
解
体
撤
去
を
予

4

９月定例会９月定例会

4



一般会計と特別会計の決算状況
　平成29年度一般会計及び特

別会計を合わせた決算額は、歳

入総額は483億3,659万9,367円、

歳出総額は464億5,125万4,501円

であり、歳入歳出差引額は18億

8,534万4,866円でした。一般会

計、特別会計、企業会計決算14

件はいずれも認定すべきものと

認めました。

監査委員の報告から抜粋
　財政力指数は0.301で、前年度

に比べわずかに低下しました。実

質公債費比率については、9.0％

で0.2ポイント上昇、経常収支比

率は普通交付税の段階的縮減措

財政力指数
　地方公共団体の財政上の能力を示す
もの。数値が１に近いほど財政力が強い
団体であるといえる。

経常収支比率
　財政構造の弾力化を示すもの。この比
率が大きいほど財政の硬直化が進んで
いるとされ、85％以下が望ましいとされ
る。

実質公債費比率
　一般会計が負担する元利償還金及び
準元利償還金の標準財政規模に対する
比率。25％以上になると早期健全化団
体、35％以上になると財政再生団体と
なる。

将来負担比率
　借入金（地方債）や将来支払っていく
可能性のある債務額を標準財政規模と
比較し、将来、財政を圧迫する可能性の
度合いを示す指標。充当可能財源（貯金
等）が将来負担額を上回ると「-」となる。

置の影響を受け、88.4％で、前年

度と比較して1.0ポイント高くなり

ました。これらのことから、平成

29年度の財政状況は、年を追うご

とに厳しさが増している状況にあ

ると言えます。ただし、将来負担

比率は14.3ポイント向上していま

す。

　決算審査特別委員会は、９月13日の本会議において付託された平成

29年度真庭市一般会計決算認定ほか、特別会計、企業会計、計14件につ

いて、９月20日、21日に審査をしました。その概要と、本会議で監査委員

から報告があった財政状況の内容をお知らせします。

一般会計歳出決算額 327億6,158万円 14億3,005万円の黒字
特別会計歳出決算額 136億8,967万円 4億5,529万円の黒字

委員長席

真庭市立中央図書館　ただ今の蔵書冊数は約80,000冊

財政力指数

経常収支比率

実質公債費比率

将来負担比率

0.301

88.4％

9.0％

－　 　   

１３位

３位

６位

１位

区　分 順　位平成29年度
(県内15市中）

普通会計における財政分析の状況

平成29年度 歳出決算額の一覧表

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

介護保険

(介護サービス事業)

簡易水道事業

浄化槽事業

津黒高原観光事業

クリエイト菅谷事業

温泉事業　

327億6,158万4,195円
57億3,192万5,430円
7億4,022万2,590円
59億3,647万5,549円

4,455万4,357円
10億448万5,306円
9,142万9,938円
 2,523万1,385円
943万4,928円
1億591万823円

特 

別 

会 

計

区　分 歳出決算額

一 般 会 計

９月定例会９月定例会

決 算
平成
29年度

委員長
福井荘助

副委員長
大月説子
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て
い
ま
す
が
、
新
た
に
㈱
ア
イ
モ
バ
イ
ル

が
運
営
す
る
ふ
る
さ
と
納
税
専
門
サ
イ
ト

「
ふ
る
な
び
」
を
加
え
、
さ
ら
に
窓
口
を
広

げ
て
ふ
る
さ
と
納
税
の
獲
得
、
特
産
品
等

の
広
報
、
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
て
い
く
と
の
こ

と
で
す
。

■
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

　

平
成
30
年
７
月
19
日
付
で
、
国
か
ら
「
７

月
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た
被
保
険
者
に
係

る
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
に
対
す
る
財

政
支
援
の
基
準
等
」
が
示
さ
れ
、
災
害
救
助

法
が
適
応
さ
れ
た
市
町
村
が
行
っ
た
減
免
に

つ
い
て
は
、
特
別
調
整
交
付
金
で
財
政
支
援

が
行
わ
れ
る
こ
と
な
り
、
市
に
お
い
て
も
国

が
示
す
基
準
等
に
準
じ
て
減
免
を
行
う
と
の

こ
と
で
す
。
こ
の
取
り
扱
い
は
、
今
回
の
豪

雨
災
害
に
の
み
適
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
平

成
30
年
度
中
の
措
置
で
す
。

■
７
月
豪
雨
に
対
す
る
対
応
は

　

７
月
豪
雨
の
被
害
状
況
を
確
認
し
、
市

の
対
応
に
つ
い
て
、
危
機
管
理
課
と
意
見

を
交
わ
し
ま
し
た
。

指
定
緊
急
避
難
場
所
と
指
定
避
難
所

に
対
す
る
行
政
の
対
応
の
違
い
は
。

防
災
マ
ッ
プ
で
は
、
223
カ
所
の
指
定

緊
急
避
難
場
所
に
つ
い
て
、
市
か
ら

の
避
難
情
報
が
発
令
ま
た
は
自
主
避
難
等

で
最
初
に
避
難
す
る
場
所
と
記
載
し
て
お

り
、
基
本
的
に
は
、
市
職
員
を
配
置
し
な
い

施
設
と
な
っ
て
い
る
。
63
ヵ
所
の
指
定
避

難
所
は
、
災
害
発
生
時
に
被
災
者
が
一
定

期
間
滞
在
す
る
事
が
出
来
る
施
設
で
、
市

職
員
を
配
置
す
る
施
設
と
し
て
位
置
づ
け

て
い
る
。自

主
防
災
組
織
の
組
織
拡
大
、
機

能
強
化
を
早
急
に
進
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

今
ま
で
は
組
織
拡
大
に
力
を
入
れ

て
い
た
が
、
災
害
に
対
応
で
き
な

か
っ
た
組
織
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
今

後
は
機
能
強
化
に
向
け
て
力
を
入
れ
て
い

く
。
自
主
防
災
組
織
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
も
検
討
す
る
。

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら
中
山
間
の
持
続
可
能

な
集
落
を
構
築
す
る
た
め
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来

集
落
形
成
モ
デ
ル
事
業
」
を
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
理
念
に
沿
っ
た
観
光
メ
ニ
ュ
ー
の
創
出

事
業
」
で
は
、
自
転
車
の
ま
ち
づ
く
り
等
を

実
施
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
、
真
庭
の
価

値
を
高
め
る
に
は
教
育
的
な
視
点

が
大
事
で
は
な
い
か
。

教
育
は
大
事
だ
と
考
え
て
い
る
。
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
普
及
啓
発
を
し
て
い
く

中
で
、
学
校
と
協
力
し
て
い
く
。

■
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
の
追
加

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
の
た
め
、
現
在

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」

と
「
さ
と
ふ
る
」
に
て
真
庭
市
を
Ｐ
Ｒ
し

　

本
委
員
会
で
は
、
６
月
18
日
、
８
月
９

日
及
び
20
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
各
担

当
部
局
の
出
席
を
求
め
、
調
査
研
究
を
行

い
ま
し
た
。

■
自
治
体
Ｓエ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
に
選
定

　

内
閣
府
は
、
自
治
体
に
よ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

達
成
に
向
け
た
優
れ
た
取
組
を
提
案
す
る

29
都
市
を
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
と
し

て
、
さ
ら
に
先
導
的
な
取
組
10
自
治
体
を

「
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
」
と
し
て

選
定
し
ま
し
た
。
真
庭
市
の
取
組
が「
自
治

体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
」
に
選
定
さ
れ
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
等
に
活
用
で
き
る
補
助

金
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

真
庭
市
が
実
施
す
る
事
業
は
、
全
体
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
・
普
及
啓
発
と
し
て
、「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
未
来
杜
市
・
真
庭
の
Ｐ
Ｒ
事
業
」
や

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
杜
市
の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
醸
成
事
業
」（
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
と
は

都
市
に
対
す
る
市
民
の
誇
り
、自
分
自
身
が

関
わ
っ
て
地
域
を
良
く
し
て
い
く
）
を
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
事
業
と
し
て
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
真

庭
の
将
来
モ
デ
ル
の
検
証
な
ど
を
行
う「
真

庭
市
の
永
続
的
発
展
に
向
け
た
将
来
目
標

設
定
の
た
め
の
基
礎
調
査
等
事
業
」
や
、Ｓ

《
総
合
政
策
部
》

《

危
機
管
理
課
》

《

総

務

部

》

Q：Question=問　A：Answer=答

A

AA

Q

QQ

▶
国
連
で
採
択
さ
れ
た
17
の
目
標
ロ
ゴ

6

総務常任委員会総務常任委員会

A：Answer=答 6



生
む
拠
点
と
し
て
、
広
く
庁
舎
を
利
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
目
的
も
あ
る
。

市
民
説
明
会
や
広
報
を
通
じ
て
意
見
を

募
っ
た
が
、
現
状
の
図
書
館
よ
り
十
分
な

駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
や
、
明
る
い

図
書
館
の
イ
メ
ー
ジ
に
賛
同
を
い
た
だ
い

て
い
る
。

■
地
域
提
案
を
慎
重
に
審
議

　

６
月
19
日
の
委
員
会
で
は
、
生
ご
み
等
資

源
化
施
設
地
域
提
案
選
定
委
員
会
の
状
況

に
つ
い
て
、
第
１
回
目
の
選
定
委
員
会
を
６

月
４
日
に
開
催
し
、
正
副
委
員
長
の
選
出
、

事
業
経
緯
及
び
施
設
の
概
要
説
明
、
委
員
会

の
進
め
方
の
確
認
、
西
河
内
の
実
証
プ
ラ
ン

ト
と
候
補
地
の
現
地
視
察
を
行
っ
た
こ
と

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

８
月
22
日
の
委
員
会
で
は
、
８
月
２
日
開

催
の
第
２
回
目
の
選
定
委
員
会
に
お
い
て
、

各
候
補
地
の
必
要
面
積
や
各
種
法
令
等
へ

の
適
合
性
に
係
る
協
議
、
評
価
方
針
及
び
評

価
項
目
の
検
討
、
点
数
配
分
の
内
容
等
の
決

定
を
行
っ
た
こ
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
28
日
に
第
３
回
目
の
選
定

委
員
会
を
開
催
し
、
最
終
的
に
総
合
評
価

結
果
の
提
示
を
行
う
予
定
と
の
こ
と
で

し
た
。９

月
28
日
に
選
定
委
員
会
と
し
て
の

結
果
が
決
ま
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

９
月
28
日
の
選
定
委
員
会
の
結
果

を
受
け
、
10
月
に
市
長
へ
答
申
を
行

う
見
込
み
で
あ
る
。

騒
音
に
つ
い
て
は
調
査
を
実
施
し
、

問
題
が
な
い
と
判
断
し
た
。
図
書
館

を
庁
舎
に
併
設
す
る
こ
と
で
、
賑
わ
い
を

　

６
月
19
日
の
委
員
会
で
は
、
保
護
者
負

担
の
公
平
化
や
学
校
給
食
会
計
の
管
理
適

正
化
を
図
る
た
め
、
市
内
の
学
校
給
食
費

の
単
価
を
平
成
31
年
4
月
か
ら
統
一
し
、

32
年
４
月
か
ら
公
会
計
化
を
目
指
す
こ
と

に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

単
価
統
一
に
向
け
、
教
育
委
員
会
が
提

示
す
る
学
校
給
食
費
基
準
額
と
し
て
は
、

県
内
の
平
均
額
や
物
価
の
上
昇
を
ふ
ま

え
、
小
学
校
270
円
、
中
学
校
310
円
と
い
う

金
額
が
示
さ
れ
ま
し
た
。（
市
内
給
食
費
の

平
均
額
は
小
学
校
260
円
、
中
学
校
300
円
）

■
蒜
山
図
書
館
の
移
転
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て

　

６
月
19
日
の
委
員
会
で
は
、
蒜
山
振
興

局
の
待
合
ス
ペ
ー
ス
を
改
修
し
、蒜
山
図
書

館
を
庁
舎
内
に
移
転
併
設
す
る
工
事
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

７
月
末
か
ら
工
事
に
着
手
し
、
10
月
末

に
完
成
の
予
定
。
現
在
の
図
書
館
は
１
月

上
旬
ま
で
開
館
し
、
２
月
に
か
け
て
移
転

作
業
を
行
っ
た
上
、
３
月
に
新
た
な
図
書

館
が
開
館
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

天
井
に
隙
間
が
あ
る
構
造
と
な
っ
て

い
る
が
、
社
会
教
育
施
設
と
し
て
の

図
書
館
の
機
能
や
役
割
は
十
分
に
果
た
さ

れ
る
の
か
。
地
域
の
利
用
者
の
納
得
は
得
ら

れ
て
い
る
の
か
。

　

本
委
員
会
で
は
、
６
月
19
日
、
７
月
20

日
及
び
８
月
22
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、

各
担
当
部
局
の
出
席
を
求
め
、
調
査
研
究

を
行
い
ま
し
た
。

■
子
ど
も
た
ち
に
安
全
・
安
心
な
放
課
後
を

　

７
月
20
日
の
委
員
会
で
は
、
放
課
後
の

子
ど
も
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
市
内

の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
現
状
を
調
査

し
、
政
策
的
課
題
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
施
策
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
を
目
指
し
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
保

護
者
や
支
援
員
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
に
は
、市
内
全
15
団
体
の
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
う
ち
11
団
体
、
22
名
が

出
席
さ
れ
、
保
護
者
に
よ
る
運
営
の
負
担
軽

減
や
支
援
員
不
足
の
問
題
等
、
現
場
の
生
の

声
を
基
に
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
ふ
ま
え
、
本
委
員
会

で
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
支
援
策
を

今
年
度
の
政
策
提
言
の
テ
ー
マ
と
し
、
課

題
解
決
に
向
け
た
議
論
を
行
う
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

■
給
食
費
の
単
価
統
一
を
目
指
す

A

A

Q

Q

《

教
育
委
員
会
》

《

生
活
環
境
部
》

Q：Question=問　A：Answer=答

新しく蒜山図書館として整備される振興局内のスペース
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あ
る
「
美
作
ビ
ア
ワ
ー
ク
ス
」
代
表
の
三

浦
弘
嗣
氏
を
誘
致
し
、
新
た
な
産
業
振
興

と
し
て
地
ビ
ー
ル
の
製
造
・
販
売
を
開
始

す
る
も
の
で
す
。

　

ビ
ー
ル
の
原
料
は
、
で
き
る
限
り
市
内

調
達
と
し
、
ビ
ー
ル
に
加
え
る
副
原
料
に

富
原
茶
や
御
前
酒
の
酒
粕
、
地
元
産
ユ
ズ

な
ど
を
使
用
し
、
月
平
均
１
，
０
０
０
ℓ

の
製
造
を
目
指
し
て
い
る
。
今
後
は
勝
山

の
産
品
の
み
な
ら
ず
、
市
内
各
地
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
ビ
ー
ル
も
開
発
し
て
い
き
た
い
と

の
こ
と
で
し
た
。

■
下
水
道
の
持
続
的
運
営
に
向
け
て

　

下
水
道
課
か
ら
、「
共
に
考
え
る
」
勉
強

会
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

勉
強
会
は
、
真
庭
市
と
岡
山
県
、
日
本
下

水
道
事
業
団
が
連
携
し
、
下
水
道
事
業
の

健
全
な
経
営
と
持
続
的
な
運
営
の
た
め
の

施
策
立
案
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今
後

30
年
間
の
収
支
見
通
し
に
基
づ
い
て
中
長

期
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
設
定
し
、
立

地
適
正
化
計
画
と
連
携
し
た
整
備
地
区
の

精
査
や
委
託
費
の
縮
減
に
向
け
た
見
直
し

を
行
っ
て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

長
期
的
に
考
え
た
場
合
、
老
朽
化

が
進
み
、
長
寿
命
化
の
視
点
も
今

後
組
み
込
ん
で
い
く
べ
き
。

資
産
管
理
し
な
が
ら
効
率
的
に
運

用
し
て
い
く
た
め
、
計
画
的
に
施
設

を
直
す
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
平
成

30
年
度
で
計
画
し
て
い
る
。

ク
ロ
ー
ラ
ー
や
バ
キ
ュ
ー
ム
な
ど
の

機
械
体
系
の
導
入
で
１
億
２
千
万

円
程
度
が
必
要
と
の
こ
と
だ
が
、
散
布
費

用
は
試
算
さ
れ
て
い
る
の
か
。

市
が
散
布
す
る
の
か
、
農
業
法
人

が
散
布
す
る
の
か
、
ま
だ
検
討
し

て
い
な
い
。
ど
の
主
体
が
や
る
か
で
、
散

布
費
用
は
異
な
る
。
一
発
肥
料
を
全
て
液

肥
に
代
替
し
た
場
合
、
10
ａ
あ

た
り
約
１
万
円
の
コ
ス
ト
削
減

に
な
る
の
で
、
そ
の
浮
い
た
分

か
ら
散
布
費
用
が
出
る
と
考
え

て
い
る
。

■
勝
山
で
真
庭
初
の
地
ビ
ー
ル

　

製
造

　

勝
山
振
興
局
か
ら
、
空
き
施

設
で
あ
っ
た
江
川
の
旧
勝
山
学

校
給
食
調
理
場
を
活
用
し
た
地

ビ
ー
ル
の
製
造
・
販
売
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
特
定
非
営

利
活
動
法
人
勝
山
町
並
み
委
員

会
が
取
り
組
む
町
づ
く
り
事
業

と
し
て
、
ビ
ー
ル
の
製
造
経
験
が

さ
れ
る
が
、
水
稲
で
液
肥
を
使
う
期
間

は
限
定
さ
れ
る
た
め
、
貯
め
て
お
く
サ

テ
ラ
イ
ト
タ
ン
ク
が
必
要
。
タ
ン
ク
は

往
復
30
分
圏
内
に
あ
る
こ
と
が
必
要

で
、
蒜
山
と
市
南
部
に
２
～
３
カ
所
程

度
の
設
置
を
考
え
て
い
る
。
ば
ら
ば
ら

に
ま
く
の
は
非
常
に
効
率
が
悪
く
、
で

き
る
だ
け
集
落
営
農
法
人
等
の
集
中
的

な
利
用
を
促
進
し
て
い
き
た
い
と
の
こ

と
で
す
。

　

本
委
員
会
で
は
、
６
月
20
日
、
７
月
19

日
、
８
月
７
日
、
16
日
及
び
21
日
に
委
員

会
を
開
催
し
、
各
担
当
部
局
の
出
席
を
求

め
、
調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

■
液
肥
利
用
量　

８
千
ｔ
を
目
標
に

　

農
業
振
興
課
か
ら
、
バ
イ
オ
液
肥
を
活

用
し
た
中
山
間
地
低
コ
ス
ト
農
業
モ
デ

ル
確
立
事
業
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
の
目
的
は
、
ど
の
よ

う
な
圃
場
、
作
物
・
品
種
に
有
効

か
、
効
率
的
な
散
布
機
械
、
散
布

地
域
と
組
織
、
平
成
35
、
40
年
度

ま
で
に
実
行
す
べ
き
事
業
を
明
ら

か
に
す
る
も
の
で
す
。

　

液
肥
の
利
用
量
は
、
目
標
と
し

て
平
成
35
年
度
３
千
ｔ
、
平
成
40

年
度
８
千
ｔ
程
度
で
、
こ
れ
ま
で

１
万
５
千
ｔ
を
提
示
し
て
い
た

が
、
濃
縮
し
て
８
千
ｔ
を
見
込
み
、

約
半
分
が
水
稲
の
基
肥
、
半
分
が

直
売
所
出
荷
・
家
庭
菜
園
、
飼
料

米
等
へ
の
利
用
を
想
定
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

液
肥
は
年
間
を
通
じ
て
製
造

A Q 《

建

設

部

》

《

勝
山
振
興
局
》

《

産

業

観

光

部

》

A Q
地ビール製造の様子（江川）
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・
議
員
24
人（
50
歳
代
６
人
・
60
歳

代
16
人
・
70
歳
代
２
人
・
平
均
年

齢
63
歳
）

・
政
務
活
動
費　

支
給
額
792
万

円　

使
用
額
462
万
円　

差
引
残

額
330
万
円　

・
本
会
議
等
の
開
催
状
況　

開

催
日
数
22
日　

会
議
時
間
64
時

間
39
分　

傍
聴
者
数
157
人

・
一
般
質
問
者
延
54
人

・
議
会
運
営
委
員
会
21
回

・
総
務
常
任
委
員

会
16
回

・
文
教
厚
生
常
任

委
員
会
17
回

・
産
業
建
設
常
任

委
員
会
14
回

・
議
会
広
報
編
集

特
別
委
員
会
15
回 

・

議

会

だ

よ

り

発
行
部
数
１
７
，

５
０
０
部　

年
４

回
発
行

・
会
議
録
の
作
成

１
，０
９
０
ペ
ー
ジ

・
市
長
提
出
議
案

127
件（
否
決
し
た
議

案
は
あ
り
ま
せ
ん
）

・
議
員
提
出
議
案

14
件

・
請
願
４
件
・
陳
情

６
件
（
不
採
択
１

件
・
継
続
審
査
１

平
成
29
年
度
業
務

　

デ
ー
タ
集
か
ら
抜
粋

件
）
他
は
採
択

・
選
挙
人
名
簿
定
時
登
録
者
数

（
男
１
８
，
７
３
４
人　

女
２
０
，

８
３
３
人　

計
３
９
，５
６
７
人
）

・
真
庭
市
の
総
人
口
４
６
，０
９
２

人（
０
～
14
歳　

11
・
４
％
、
15
～

64
歳
51
・
２
％
、
65
歳
以
上
37
・

４
％　

平
均
年
齢
51
・
４
歳
）

・
住
民
票
取
扱
件
数　

北
房
１
，

７
９
９
件　

落
合
３
，
９
６
８
件

　

久
世
９
，
７
９
７
件　

勝
山

２
，
１
９
０
件　

美
甘
413
件　

湯
原
690
件　

蒜
山
２
，０
１
０
件

　

真
庭
市
議
会
定
例
会

は
、
真
庭
い
き
い
き
テ
レ

ビ「
Ｍ
Ｉ
Ｔ
」
の
サ
ブ
チ
ャ

ン
ネ
ル
（
１
２
２
チ
ャ
ン

ネ
ル
）
で
生
中
継
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
や
各
常

任
委
員
会
で
の
付
託
案
件

の
審
査
は
、
録
画
し
て
後
日

放
送
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

カ
メ
ラ
は
４
台
あ
り
ま
す
。

９月24日　やまびこマーケット・ハンドメイドマルシェ　旧遷喬小で

ふるさと
１ 枚

傍
聴
さ
れ
る
方
は
４
階
へ

　

真
庭
市
議
会
の
本
会
議
・
委
員
会
を
間

近
で
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
議
会
だ
よ

り
の
紙
面
で
は
、
お
伝
え
で
き
な
い
議
員

の
生
の
活
動
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
議
会
開
会

中
に
真
庭
市
役
所
４
階
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
議
場
の
入
り
口
で
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
を
ご
記
入
い
た
だ
け
れ
ば
、
簡
単
に
傍

聴
席
へ
お
入
り
い
た
だ
け
ま
す
。
傍
聴
席
は

30
席
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
会
議
の
様
子
は
真
庭
い
き
い

き
テ
レ
ビ
で
生
中
継
さ
れ
て
い
ま
す
。
議

員
の
発
言
の
際
、
傍
聴
席
が
生
中
継
に
映

り
込
む
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

９月定例会の様子

議場に設置しているカメラ

Ｍ
Ｉ
Ｔ
を
見
て
く
だ
さ
い

一般質問お知らせ

データ
BOX

99



　

①
山
林
の
伐
採
で
そ
の
林
地

残
渣
が
谷
川
を
堰
き
と
め
、
林

道
や
山
肌
を
削
り
取
り
多
く
の

土
砂
災
害
の
原
因
と
な
っ
て
い

る
。
林
地
残
渣
も
同
時
に
搬
出

し
、
作
業
道
は
修
復
す
る
ル
ー
ル

を
つ
く
る
べ
き
。
②
河
川
の
合
流

地
点
に
多
く
の
土
砂
が
堆
積
し

て
水
位
が
上
が
り
小
さ
な
河
川

に
逆
流
し
て
い
る
。
一
日
も
早
く

関
係
機
関
に
働
き
か
け
て
河
川

の
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫

を
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
③
今
回
の
災
害
で
、
避
難
場

所
に
行
く
に
も
、
道
路
さ
え
浸
水

し
て
行
け
な
く
な
っ
た
。
行
く
場

所
さ
え
判
ら
な
い
な
ど
多
く
の

問
題
が
あ
り
、
今
回
の
災
害
を
教

訓
に
し
て
避
難
場
所
を
再
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

①
森
林
経
営
の
収
支
を
改
善
す

る
し
か
な
い
。今
進
め
て
い
る
集
約

化
し
て
、
総
合
的
な
林
業
経
営
を

大
規
模
化
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
②
効
果
的

な
個
所
を
17
カ
所
選
定
し
可
能
な

限
り
早
急
に
浚
渫
を
実
施
し
て
も

ら
え
る
様
調
整
し
て
い
る
。
民
間

業
者
等
の
連
携
に
よ
る
河
川
の
浚

渫
工
事
の
代
行
掘
削
は
、
県
か
ら

有
効
な
手
法
と
な
り
得
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
③
緊
急
避
難
場
所

に
住
民
自
ら
避
難
し
て
頂
け
る
よ

う
に
、
具
体
的
に
自
主
防
災
組
織

と
か
自
治
会
と
詰
め
て
い
く
。
自

主
防
災
組
織
を
早
く
作
っ
て
ほ
し

い
。
緊
急
避
難
所
は
地
域
の
方
と

一
緒
に
な
っ
て
見
直
し
を
す
る
。

　

フ
レ
イ
ル
と
は
、
加
齢
に
伴
っ

て
心
身
の
機
能
が
低
下
し
、
虚
弱

に
な
り
要
介
護
に
な
る
お
そ
れ

が
高
い
状
態
の
こ
と
で
あ
る
。
体

の
虚
弱
を
示
す
フ
ィ
ジ
カ
ル
フ

レ
イ
ル
、
心
や
認
知
の
虚
弱
を
指

す
メ
ン
タ
ル
フ
レ
イ
ル
、
閉
じ
こ

も
り
や
社
会
性
の
虚
弱
を
指
す

ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
レ
イ
ル
、
こ
れ
ら

の
フ
レ
イ
ル
を
予
防
す
る
に
は

栄
養
運
動
、
社
会
参
加
が
大
切
で

あ
り
、
本
市
に
お
け
る
オ
ー
ラ
ル

フ
レ
イ
ル
の
予
防
の
取
り
組
み

と
、
全
体
の
フ
レ
イ
ル
予
防
に
よ

る
健
康
増
進
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
予
防

は
非
常
に
重
要
で
、
多
く
の
事
業

所
や
地
域
の
集
ま
り
で
周
知
を

し
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
関
係
団

体
と
の
連
携
を
密
に
し
て
、
こ
の

予
防
を
広
め
て
い
き
、
高
齢
者
の

方
の
健
康
寿
命
を
延
ば
し
て
い

く
こ
と
に
努
め
る
。

　

地
域
防
災
計
画
で
は
、
防
災

体
制
の
確
立
、
防
災
事
業
の
促

進
、
災
害
復
旧
の
迅
速
、
適
切

化
な
ど
を
定
め
て
お
り
、
多
様
な

災
害
発
生
に
備
え
地
域
防
災
マ

ニ
ュ
ア
ル
や
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
な
ど
を
整
備
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
本
市
の
避
難
所
運

営
に
つ
い
て
伺
う
。

　

①
避
難
所
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
は
、
避
難
所
生
活
は
住
民
が

主
体
と
な
っ
て
行
う
べ
き
も
の

と
な
っ
て
い
る
が
、
災
害
発
生
時

の
避
難
所
運
営
の
流
れ
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　

②
避
難
所
の
、
良
好
な
生
活

環
境
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組

み
方
針
に
は
地
域
住
民
も
参
加

す
る
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
が
、
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
く
避
難
所
設

営
の
訓
練
の
実
施
状
況
を
伺
う
。

　

①
真
庭
市
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
つ
く
り
、
平
常
時
か

ら
避
難
所
運
営
協
議
会
を
自
治

会
や
自
主
防
災
組
織
で
編
成
す

る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

②
来
年
度
開
催
予
定
の
真
庭

市
総
合
防
災
訓
練
で
、
自
治
会
、

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

問

高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル

予
防
対
策

林
道
・
河
川
崩
壊
、農

地
な
ど
の
災
害
対
策

災
害
発
生
時
に
お
け

る
避
難
所
運
営

問福

島

一

則

フレイル予防に元気☆輝きエクササイズ

谷川につまった流木　落合地内

自
主
防
災
組
織
、
消
防
団
、
防
災

士
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
、
実

践
的
に
訓
練
し
て
い
き
た
い
。

問妹

尾

智

之
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市
道
が
約
１
，
２
０
０
㎞
あ

り
、
内
370
㎞
を
委
託
し
て
い
る
。

今
単
価
を
上
げ
る
と
か
で
は
な

く
、
地
域
づ
く
り
委
員
会
を
含
め

て
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

農
業
従
事
者
も
高
齢
化
が

著
し
く
、
人
口
減
少
等
に
よ
り

地
域
力
も
低
下
し
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
、
従
来
の
枠
組
み

で
の
災
害
復
旧
が
困
難
な
地

域
も
見
ら
れ
、
現
状
の
ま
ま
で

は
農
地
の
荒
廃
が
一
層
進
み
、

農
業
の
衰
退
を
招
き
か
ね
な

い
と
考
え
る
。
補
助
対
象
事
業

に
な
ら
な
い
小
規
模
災
害
や

谷
川
等
の
堆
積
土
の
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫

作

業
等
に
対
す
る
支
援
策
が
重

要
で
は
な
い
か
。

　

市
独
自
の
原
材
料
支
給
と
か
、

機
械
の
借
り
上
げ
料
支
援
を
し

て
い
る
。
今
後
、
指
摘
の
様
な
事

も
全
く
考
え
な
い
訳
で
は
な
い

が
、今
回
は
こ
れ
で
さ
せ
て
頂
き
、

お
互
い
知
恵
を
絞
れ
ば
と
思
う
。

　

当
初
の
予
定
で
は
、
５
月
、
６

月
頃
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
計
画

し
て
い
た
が
、
単
に
庁
舎
の
整

備
だ
け
で
な
く
、
ま
ち
づ
く
り

を
見
据
え
た
議
論
を
重
ね
た
方

が
良
い
事
も
あ
り
業
者
選
定
を

８
月
に
終
え
９
月
か
ら
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
。

　

集
落
間
を
つ
な
ぐ
市
道
の
草

刈
り
作
業
な
ど
の
管
理
を
地
域

自
治
会
な
ど
に
お
願
い
し
て
い

る
。
人
口
減
少
・
高
齢
化
に
よ
り
、

管
理
作
業
が
困
難
に
な
っ
て
い

る
自
治
会
な
ど
も
多
く
み
ら
れ

る
。
地
域
活
動
を
支
え
て
行
く
為

に
も
作
業
費
の
見
直
し
が
必
要

と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

　

産
業
団
地
の
区
画
が
残
り
少

な
く
な
り
、
新
し
い
団
地
の
調
査

を
し
た
の
か
。

　

今
年
度
調
査
を
す
べ
く
準
備

を
進
め
て
お
り
調
査
結
果
を
取

り
ま
と
め
る
。
廃
校
の
跡
地
の
利

活
用
の
公
募
を
開
始
し
て
い
る
。

企
業
が
進
出
す
る
場
合
の
新
た

な
用
地
確
保
を
図
り
た
い
。
支
援

制
度
も
充
実
し
て
積
極
的
に
企

業
誘
致
を
行
っ
て
い
く
。　

新
た
な
用
地
確
保
を

図
り
た
い

市
道
管
理
と
地
域
力

強
化
策

７
月
豪
雨
災
害
復
旧

対
策

　

振
興
局
・
消
防
分
署
の
整
備
方

針
は
、
７
月
か
ら
９
月
頃
基
本
設

計
が
示
さ
れ
、
10
月
か
ら
11
月

頃
に
実
施
設
計
が
作
成
さ
れ
る

と
伺
っ
て
い
る
が
進
捗
状
況
を

伺
う
。
振
興
局
整
備
に
当
た
っ
て

は
、
防
災
拠
点
機
能
対
応
を
取
る

べ
き
と
考
え
る
が
対
応
を
伺
う
。

　

谷
川
の
荒
廃
や
土
砂
流
失
を

防
止
す
る
た
め
に
、
治
山
堰
堤

や
砂
防
ダ
ム
が
つ
く
ら
れ
て
い
る

が
、
今
回
の
豪
雨
に
よ
る
土
砂
流

失
に
よ
り
満
杯
状
態
に
な
っ
て
い

る
治
山
堰
堤
、
砂
防
ダ
ム
が
多
く

あ
る
。
こ
の
次
に
７
月
豪
雨
と
同

じ
よ
う
な
雨
が
降
れ
ば
、
今
度
は

大
量
の
土
砂
が
下
流
に
流
失
し
、

尊
い
人
命
が
失
わ
れ
る
こ
と
が
危

惧
さ
れ
る
。
土
砂
の
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫

等
、
防

災
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
ど
こ
が
異
常
堆
砂
し
て
る

の
か
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
ま
ず

把
握
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と

思
う
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　

　

砂
防
堰
堤
は
、
つ
く
っ
た
初
め

は
ち
ょ
っ
と
土
砂
を
た
め
る
余
裕

が
あ
る
が
、
そ
れ
が
一
杯
に
な
る
と

い
う
の
を
前
提
に
し
て
、
そ
の
山
の

傾
斜
が
全
体
と
し
て
緩
く
な
だ
ら

か
に
な
る
。
そ
う
い
う
中
で
山
と
一

体
化
し
て
、
そ
の
山
腹
の
崩
壊
を

防
ぐ
と
い
う
も
の
で
、
通
常
は
、
堆

積
土
砂
を
前
提
に
し
て
と
い
う
こ

と
で
あ
る
の
で
、治
山
堰
堤
の
堆
積

土
砂
を
除
去
す
る
と
い
う
よ
う
な

こ
と
を
考
え
て
い
な
い
と
い
う
か
、

傾
斜
を
緩
や
か
に
す
る
と
い
う
こ

と
を
目
的
に
つ
く
っ
て
い
る
。
た

だ
、
異
常
堆
砂
し
て
い
る
堰
堤
に

つ
い
て
は
、そ
う
い
う
機
能
が
弱
く

な
っ
て
い
る
の
で
、
ど
う
す
る
の
か

と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思
う
。山
に

入
る
職
員
に
も
そ
う
い
う
こ
と
を

注
視
す
る
よ
う
に
さ
せ
て
お
り
、必

要
に
応
じ
て
県
に
要
望
し
て
い
く
。

専
門
家
の
い
る
県
に
、き
ち
ん
と
適

切
な
管
理
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が

大
前
提
で
あ
る
の
で
、そ
れ
も
お
願

い
し
て
い
く
。
治
山
の
関
係
か
ら
、

あ
る
い
は
河
川
の
関
係
か
ら
、
専

門
家
も
入
れ
な
が
ら
、
点
検
を
入

れ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
う
。
市

民
の
協
力
も
得
て
、ど
う
い
う
形
で

進
め
て
い
く
の
か
十
分
考
え
な
が

ら
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

湯
原
振
興
局
・
消
防
湯

原
分
署
の
整
備
状
況

治
山
堰
堤
・
砂
防
ダ

ム
の
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫

等
、
防
災

対
策
を

問

問

問

そば畑に土砂流入　湯原地内

土砂で埋まった堰堤　落合地内

問柿

本

健

治

問庄

司

史

郎
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②
大
雨
特
別
警
報
が
発
令
さ

れ
る
前
に
、
私
は
災
害
対
策
本
部

か
ら
市
民
に
災
害
防
止
、
避
難
行

動
を
十
分
注
意
し
て
く
れ
と
呼

び
か
け
た
。
６
日
、７
日
の
２
日
間

で
約
154
分
、
16
回
生
放
送
を
実
施

し
た
。
サ
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
も
有
効

な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
思
っ

て
い
る
。

　

他
市
に
お
い
て
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）の
ト
ッ
プ
画
面

に
災
害
コ
ー
ナ
ー
を
置
き
、
被
災

さ
れ
た
市
民
に
、
ど
ん
な
支
援
が

で
き
る
か
、
市
と
し
て
の
指
針
を

Ｈ
Ｐ
に
公
開
し
た
。
真
庭
市
で
は

災
害
情
報
コ
ー
ナ
ー
は
設
置
し

て
い
な
い
。
７
月
７
日
の
真
庭
市

Ｈ
Ｐ
の
ア
ク
セ
ス
数
は
平
日
の

　

も
し
動
画
や
画
像
を
使
っ
た

被
災
の
情
報
発
信
が
で
き
た
な

ら
、
市
民
が
知
り
た
い
身
近
な
災

害
状
況
の
把
握
と
市
民
の
情
報

共
有
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
は
災
害

に
対
す
る
正
し
い
対
応
を
判
断

す
る
手
助
け
に
な
る
と
考
え
る
。

①
災
害
発
生
時
は
非
常
に
大
き

な
効
果
を
発
揮
す
る
の
で
十
分

に
活
用
し
た
い
と
し
た
中
継
車

は
活
用
さ
れ
た
の
か
。（
安
全
が

確
保
さ
れ
た
時
点
）
②
Ｍ
Ｉ
Ｔ
を

情
報
媒
体
と
し
て
有
効
に
活
用

で
き
た
の
か
。

　

①
今
回
の
７
月
豪
雨
に
お
い

て
中
継
車
は
使
っ
て
い
な
い
。
と

て
も
危
な
く
て
行
け
る
よ
う
な

状
況
で
は
な
い
と
い
う
の
が
今
回

の
場
合
で
あ
っ
た
。
現
場
か
ら
リ

ア
ル
な
情
報
を
お
伝
え
す
る
こ

と
が
中
継
車
の
役
割
だ
か
ら
、
ど

の
よ
う
な
使
い
方
が
で
き
る
か
十

分
Ｍ
Ｉ
Ｔ
と
も
協
議
し
て
い
く
。

約
６
倍
に
当
た
る
２
４
，
８
２
３

件
と
聞
い
て
い
る
。
被
災
者
の
被

災
後
の
復
興
に
最
も
大
切
な
情

報
で
あ
る
真
庭
市
の
支
援
策
を

な
ぜ
市
民
に
広
く
情
報
提
供
を

し
な
か
っ
た
の
か
。

　

真
庭
市
の
復
興
支
援
策
と
し

て
各
担
当
部
局
の
窓
口
が
中
心

と
な
っ
て
個
別
相
談
を
行
っ
た
。

反
省
点
が
多
々
あ
る
。
Ｈ
Ｐ
の
管

理
シ
ス
テ
ム
の
技
術
的
な
問
題

で
緊
急
時
に
市
の
職
員
が
で
き

な
い
。
抜
本
的
な
Ｈ
Ｐ
の
見
直
し

を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

を
進
め
る
と
と
も
に
、
家
庭
で
の

学
習
時
間
の
実
態
に
基
づ
き
対

策
を
講
じ
て
い
く
と
な
っ
て
い

る
が
、
そ
の
成
果
は
上
っ
て
い
る

の
か
。
こ
の
際
、
全
国
学
力
テ
ス

ト
の
結
果
を
公
表
し
て
、
今
後
の

対
策
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
市

長
、
教
育
長
の
見
解
を
求
め
る
。

　

教
育
内
容
に
つ
い
て
は
、
教
育

委
員
会
の
権
限
に
属
し
て
い
る

の
で
教
育
長
か
ら
答
弁
を
す
る
。

学
校
と
は
、
地
域
の
中
で
、
子
ど

も
の
教
育
は
行
わ
れ
る
。
そ
う
い

う
点
か
ら
い
く
と
、
う
れ
し
い
限

り
で
あ
る
。
こ
の
箱
物
を
上
手
に

活
か
し
て
、
育
ち
と
学
び
の
連
続

性
を
重
視
し
た
。
新
し
い
教
育
、

こ
ど
も
園
か
ら
小
学
校
、
そ
し
て

中
学
校
へ
つ
な
が
っ
て
い
く
、
そ

う
い
う
中
で
、
障
が
い
を
持
っ
た

子
ど
も
達
に
も
一
貫
し
た
対
応

が
で
き
る
よ
う
な
も
の
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

　

ま
た
、
学
力
は
読
み
書
き
計
算

と
実
務
の
力
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

課
題
を
発
見
し
た
り
、
そ
れ
を
も

と
に
考
え
た
り
す
る
力
、
そ
れ
が

生
き
て
い
く
上
で
の
根
幹
を
な

す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
考

え
る
力
を
つ
け
る
に
は
、
安
き
に

流
れ
ず
、
必
要
な
時
期
に
必
要
な

　

こ
の
春
か
ら
北
房
で
は
小
学

校
を
統
合
し
て
北
房
小
学
校
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
期
待
の

学
校
で
あ
る
。
し
か
し
、
施
設
は

整
備
さ
れ
た
が
、
環
境
面
だ
け

で
あ
る
。
気
に
な
る
の
は
学
力
の

問
題
で
あ
る
。
市
の
方
針
と
し
て

は
、
学
校
に
お
け
る
課
題
を
明
確

に
し
て
、
行
き
た
い
学
校
づ
く
り

努
力
を
す
る
。
頭
で
汗
を
か
く
と

い
う
訓
練
を
し
な
い
と
、
私
は
成

長
し
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

全
国
学
力
調
査
の
結
果
は
、
こ

こ
数
年
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
て
い
る
。
平
均
正
答

率
で
い
え
ば
、
公
表
が
始
ま
っ
た

平
成
25
年
、
全
国
を
大
き
く
下

回
る
状
態
だ
っ
た
。
こ
れ
は
全
国

を
超
え
る
も
の
が
一
つ
も
無
か
っ

た
。
こ
こ
数
年
間
は
、
年
に
よ
っ

て
、
全
国
を
上
回
っ
た
り
下
回
っ

た
り
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い

る
。
中
学
校
で
は
課
題
を
残
し
て

い
る
が
全
国
と
同
程
度
に
あ
る
。

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
三
ツ
教
育
長

７
月
豪
雨
、Ｍ
Ｉ
Ｔ
を

通
じ
た
情
報
提
供
は

ど
う
だ
っ
た
か

Ｈ
Ｐ
で
災
害
支
援
策

の
告
知
を

全
国
学
力
テ
ス
ト
の

結
果
を
公
表
し
て
、

今
後
の
対
策
に

問河

部

辰

夫

問

ＭＩＴの中継車内

４月に開校した北房小学校　メディアセンター

問柴

田

正

志
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市
の
残
土
捨
場
に
つ
い
て
は
、

北
房
地
域
で
検
討
し
て
い
た
が

中
止
と
な
り
、
再
検
討
を
す
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
ど
う
検

討
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。
今

回
の
よ
う
な
災
害
で
の
土
砂
は
、

ど
こ
に
持
っ
て
い
け
ば
い
い
の

か
伺
う
。

　

真
庭
市
の
建
設
残
土
処
理
場
の

場
所
は
５
カ
所
あ
る
。
落
合
、
久

世
、
久
世
第
２
と
湯
原
、
川
上
で
あ

る
。
現
在
動
か
し
て
い
る
処
分
場

は
久
世
第
２
建
設
残
土
セ
ン
タ
ー土砂で埋まった水路　落合地内

国
・
県
に
幾
度
も
要
望
し
て
い
る

が
対
応
さ
れ
て
な
い
。
市
独
自
で

解
決
す
る
方
法
は
な
い
か
伺
う
。

　

７
月
豪
雨
の
５
，
０
０
０
万
円

も
含
め
今
年
度
県
は
真
庭
市
に

１
億
６
，
０
０
０
万
円
の
浚

し
ゅ
ん
せ
つ渫

工

事
費
を
予
定
し
て
い
る
。
私
共
も

住
民
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
ま

た
努
力
も
し
て
も
ら
い
、
市
も
河

川
に
十
分
留
意
し
、
工
事
は
県
で

実
施
と
い
う
連
携
の
取
れ
た
河

川
管
理
を
し
、
住
民
の
安
全
安
心

を
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

　

旭
川
・
備
中
川
の
河
川
敷
に
ナ

イ
ロ
ン
袋
等
の
ゴ
ミ
が
雑
木
に

引
っ
掛
か
り
河
川
内
に
堆
積
箇

所
も
あ
る
。
こ
の
ゴ
ミ
は
旭
川
ダ

ム
に
流
れ
出
て
ダ
ム
管
理
者
の

話
で
は
処
理
費
が
２
，
０
０
０
万

円
か
か
る
。
上
流
の
真
庭
市
に
も

ゴ
ミ
の
削
減
に
協
力
願
い
た
い

と
。
ゴ
ミ
の
投
棄
物
は
水
質
・
土

の
み
で
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
満
杯

で
あ
る
。
26
年
度
よ
り
、
上
水
田

地
内
で
残
土
セ
ン
タ
ー
の
地
元
調

整
を
行
っ
て
き
た
が
、
一
部
の
方

か
ら
強
い
反
対
が
あ
り
事
業
実
施

が
困
難
と
な
り
中
止
し
て
い
る
。

　

28
年
度
に
業
者
に
適
地
選
定

を
委
託
、
そ
の
中
で
民
間
が
、
残

土
処
分
場
開
業
を
目
指
し
て
い

る
と
の
情
報
を
得
、
市
営
の
処
理

場
を
建
設
す
べ
き
か
民
間
処
分

場
を
活
用
す
べ
き
か
比
較
検
討

を
し
、
民
間
処
分
場
を
活
用
す
る

よ
う
見
通
し
が
立
っ
て
い
る
と

理
解
し
て
い
る
。

　

土
砂
の
運
搬
先
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
事
業
を
し
た
地
域
で

確
保
す
る
よ
う
お
願
い
し
て
き

た
。
ま
た
そ
う
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。
今
後
ど
の
程

度
の
災
害
の
時
に
市
が
対
応
す

べ
き
か
、
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー

ス
で
考
え
る
。

　

７
月
豪
雨
に
よ
り
、
備
中
川
等

各
支
流
の
河
川
に
多
く
の
土
砂
が

蓄
積
さ
れ
川
床
が
大
変
高
く
な
っ

て
い
る
。
放
置
し
て
お
く
と
二
次

災
害
が
予
想
さ
れ
る
。
以
前
か
ら
、

壌
・
大
気
汚
染
の
健
康
被
害
が
問

わ
れ
る
が
そ
の
取
り
組
み
は
。

　

中
国
地
方
15
河
川
の
内
、
水
質

調
査
で
旭
川
が
ワ
ー
ス
ト
３
位
、

市
と
し
て
の
対
策
は
。
投
棄
防
止

看
板
や
監
視
カ
メ
ラ
の
運
営
と

成
果
は
。
行
政
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
で
旭
川
・
備
中
川
の
環
境
保
全

の
強
化
を
提
唱
す
る
が
市
長
の

考
え
は
。

　

環
境
汚
染
問
題
は
旭
川
の
清

流
化
が
必
要
で
市
・
県
と
対
策
を

進
め
る
。
水
質
問
題
は
岡
山
市
、

国
の
河
川
事
務
所
と
連
携
し
改

善
に
向
け
取
り
組
む
。
河
川
環
境

問
題
は
環
境
衛
生
協
議
会
や
各

地
域
と
一
体
で
河
川
全
域
の
一
斉

清
掃
作
業
や
県
の
ア
ダ
プ
ト
事

業
も
活
用
す
る
。
岡
山
市
と
連
携

中
枢
都
市
圏
事
業
を
進
め
、
子
ど

も
達
の
環
境
学
習
と
河
川
管
理

を
、
よ
り
よ
く
取
り
組
む
。

　

不
法
投
棄
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
う
。
投
棄
防
止
看
板
立
て

は
地
域
団
体
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
協
力

し
て
い
る
。
監
視
カ
メ
ラ
は
市

で
９
台
所
有
し
現
在
１
台
貸
し

出
し
て
い
る
。
不
法
投
棄
が
あ

れ
ば
警
察
と
相
談
し
設
置
し
て

い
る
。

　

落
合
小
学
校
の
２
階
床
に
多

く
の
ひ
び
割
れ
が
あ
る
。
建
築
後

25
年
以
上
の
学
校
の
老
朽
化
が

進
行
し
て
い
る
。
調
査
点
検
の
実

施
状
況
は
。
是
非
強
度
試
験
実
施

を
。
長
寿
命
化
計
画
の
推
進
に
つ

い
て
の
指
針
は
。

　

学
校
施
設
の
点
検
調
査
は
９

月
３
日
終
了
し
安
全
性
に
影
響

を
及
ぼ
す
事
象
は
な
い
。
２
階
の

床
の
ひ
び
割
れ
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
劣
化
点
検
し
、
緊
急
な
危
険

あ
れ
ば
コ
ア
ー
採
取
し
強
度
試

験
調
査
を
す
る
。
施
設
の
長
寿
命

化
は
平
成
31
年
度
に
計
画
策
定

し
公
表
を
予
定
し
て
い
る
。

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
三
ツ
教
育
長

答
有
元
生
活
環
境
部
長

問

問

民
間
の
残
土
処
分
場
を

公
共
残
土
処
分
場
と
し

て
使
用

市
と
県
で
連
携
の
取
れ
た

河
川
管
理
を
し
て
い
く

一
級
河
川
、
旭
川
・
備

中
川
の
環
境
保
全
の

強
化
を

学
校
施
設
の
長
寿
命
化

計
画
の
推
進

問竹

原

茂

三

問福

井

荘

助

旭川ダムに流れ出たゴミの状況
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７
月
豪
雨
に
よ
り
大
勢
の
方

が
命
を
失
っ
た
。
住
宅
も
多
く
被

害
が
起
き
、
真
庭
市
も
大
き
な

災
害
と
な
り
、
避
難
指
示
ま
で
出

た
。
幸
い
に
も
人
的
被
害
は
な
く

安
心
し
た
。
大
雨
の
中
、
防
水
作

業
、
避
難
誘
導
等
に
対
応
い
た
だ

い
た
消
防
団
員
、
市
役
所
職
員
、

地
元
事
業
者
等
の
皆
様
に
心
よ

よ
る
避
難
所
運
営
の
体
制
づ
く

り
が
で
き
て
い
た
か
。
設
営
は
適

切
な
時
間
で
あ
っ
た
か
。
要
支
援

者
へ
の
支
援
は
ど
う
か
な
ど
市

民
の
命
を
守
る
の
が
行
政
の
最

大
の
使
命
で
あ
り
、
そ
れ
に
立
ち

向
か
う
立
場
で
、
今
後
の
防
災

対
策
に
教
訓
を
生
か
す
。
全
体

の
検
証
に
は
時
間
を
か
け
た
い
。

　

②
岡
山
県
も
防
災
計
画
の
見

直
し
を
言
っ
て
い
る
。
対
応
し
て

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
す

る
。
防
災
マ
ッ
プ
、要
支
援
者
避
難

支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
職
員
防
災
初

動
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
見
直
し
た
い
。

　

③
学
校
で
は
学
齢
期
に
応
じ

て
、
教
育
課
程
に
位
置
付
け
て
防

災
・
減
災
に
関
す
る
基
本
的
知
識

を
学
び
、
判
断
で
き
る
能
力
を
育

　

い
つ
で
も
災
害
が
起
こ
る
可

能
性
が
現
実
に
な
っ
て
い
る
。
全

国
的
に
は
、
水
害
の
典
型
例
が
全

て
と
い
う
ほ
ど
起
き
た
。
災
害
が

進
化
し
た
と
も
指
摘
さ
れ
た
。

　

①
真
庭
市
に
と
っ
て
も
、
合
併

以
来
、
初
め
て
と
も
い
え
る
広
範

囲
か
つ
同
時
多
発
に
発
生
し
た
。

市
の
災
害
対
応
は
十
分
機
能
し

た
か
、
課
題
教
訓
は
あ
る
の
か
。

　

②
防
災
計
画
、
防
災
マ
ッ
プ
、

各
種
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
見
直
し

を
検
討
す
る
考
え
は
。
③
学
校
現

場
も
含
め
た
、
防
災
教
育
の
必
要

性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の

方
針
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
④

避
難
所
の
開
設
は
、
自
然
条
件
、

地
理
的
条
件
・
地
域
条
件
を
加
味

し
て
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

①
避
難
勧
告
等
、
適
切
な
避

難
情
報
の
発
令
が
で
き
た
か
、
自

主
防
災
組
織
、
自
治
会
へ
の
情
報

伝
達
が
的
確
だ
っ
た
か
。
市
民
に

成
す
る
こ
と
を
柱
に
し
て
い
る
。

課
題
意
識
と
し
て
は
、
地
域
と
結

ん
で
学
ぶ
機
会
が
大
事
だ
と
考

え
る
。
学
校
安
全
総
合
支
援
事
業

で
、
先
ず
草
加
部
小
を
拠
点
校
に

大
学
か
ら
専
門
家
を
招
聘
し
、
地

域
と
一
体
で
学
び
、
連
携
し
効
果

的
な
防
災
体
制
を
研
究
す
る
。
そ

の
取
り
組
み
を
全
市
に
広
げ
る

考
え
だ
。

　

④
指
定
避
難
所
の
開
設
に
つ

い
て
は
、
反
省
点
と
し
て
捉
え
、

今
後
こ
う
い
う
場
合
は
ど
こ
を

と
具
体
的
に
検
討
し
た
い
。

り
感
謝
す
る
。
①
避
難
所
は
適
正

に
運
営
で
き
た
か
。
避
難
指
示
に

至
る
ま
で
の
過
程
を
市
民
は
理

解
で
き
て
い
た
か
。

　

②
既
存
の
側
溝
、
大
き
い
も
の

に
変
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

　

①
指
定
避
難
所
の
問
題
、
こ

れ
ま
で
多
く
の
質
問
を
い
た
だ

い
て
い
る
。
災
害
対
策
本
部
で
検

討
し
、
数
を
幾
つ
に
す
る
と
か
議

論
は
あ
っ
た
が
、
順
調
に
開
設
準

備
を
進
め
て
受
け
入
れ
が
で
き

た
と
思
っ
て
い
る
。
指
定
避
難
所

の
運
営
は
市
が
設
置
し
て
、

住
民
を
受
け
入
れ
る
と
い

う
運
営
を
行
っ
た
。
基
本
的

に
は
24
時
間
以
内
で
避
難

所
を
閉
じ
た
の
で
、
運
営
を

職
員
で
行
い
、
市
民
の
協
力

を
い
た
だ
い
て
比
較
的
ス

ム
ー
ズ
に
運
営
が
で
き
た

と
思
う
。

　

運
営
に
つ
い
て
、
検
証
を

し
て
問
題
点
を
洗
い
出
し
、

今
後
対
応
し
て
い
く
。
避
難

さ
れ
た
方
の
中
に
、
水
や
食

料
を
持
参
さ
れ
、
自
主
的
に

避
難
所
運
営
に
携
わ
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
も
感
謝
申

し
上
げ
る
。
こ
う
い
う
こ
と

を
通
じ
て
自
助
、
共
助
の
意
識
が

高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
思
う
。
指

定
緊
急
避
難
場
所
の
運
営
は
自

主
的
に
行
っ
て
い
た
だ
く
と
か
、

指
定
避
難
所
に
つ
い
て
も
、
開
設

し
て
か
ら
一
定
期
間
た
っ
た
と

き
、
協
議
会
等
、
住
民
の
自
主
的

な
運
営
を
行
え
る
よ
う
、
お
互
い

に
訓
練
を
し
た
い
と
思
う
。

　

②
側
溝
の
改
良
だ
が
、
非
常
に

多
く
の
も
の
が
あ
り
、
必
要
な
も

の
は
道
路
改
良
の
と
き
や
住
民

か
ら
意
見
が
あ
っ
た
と
き
改
修

を
行
う
。
必
要
が
あ
れ
ば
断
面
を

更
新
し
排
水
が
で
き
る
よ
う
努

力
す
る
。

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
松
尾
危
機
管
理
監

答
三
ツ
教
育
長

西
日
本
豪
雨
災
害
か
ら

学
び
と
る
課
題
と
教
訓

は
何
か

想
像
を
超
え
る
雨
が

降
り
災
害
を
起
こ
す
が

対
応
を

問初

本
　

勝

学校安全総合支援事業の拠点となる草加部小

指定避難所となっている勝山文化センター

問岡

﨑

陽

輔
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事
前
に
要
支
援
者
の
絞
り
込

み
を
し
た
上
で
個
別
支
援
計
画

を
作
成
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る

と
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設

し
て
い
る
場
所
は
65
％
が
学
校
の

空
き
教
室
や
専
用
敷
地
内
を
利
用

し
て
い
る
。
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

　

現
在
真
庭
市
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
は
15
ク
ラ
ブ
あ
り
、
公
共

施
設
が
11
カ
所
、
民
間
が
４
カ
所

で
あ
る
。
今
後
は
、
学
校
施
設
を

使
っ
て
い
く
と
い
う
基
本
方
針

で
教
育
委
員
会
と
一
体
と
な
り

目
指
し
て
い
く
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
子

ど
も
の
安
全
面
や
利
便
性
、
さ
ら

に
は
活
動
の
広
が
り
を
考
え
た

上
で
、
責
任
体
制
の
明
確
化
を
図

り
、
利
用
を
促
進
し
て
い
く
方
針

で
あ
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

を
開
設
す
る
場
所
は

学
校
施
設
内
を
使
う

　

避
難
所
台
帳
に
記
載
し
て
い

る
公
共
施
設
と
教
育
施
設
は
全

部
で
64
カ
所
。
和
式
ト
イ
レ
の
み

の
施
設
が
５
カ
所
、
和
式
洋
式
両

方
の
あ
る
施
設
が
43
カ
所
、
全
て

洋
式
の
施
設
が
15
カ
所
、
未
設
置

が
１
カ
所
。
施
設
に
よ
っ
て
整
備

状
況
に
違
い
が
あ
る
が
、
全
体
と

し
て
和
式
が
288
基
で
47
％
、
洋
式

が
327
基
で
53
％
。
約
半
分
が
ま
だ

和
式
。
今
の
時
代
の
流
れ
か
ら
公

共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
、

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
観

点
か
ら
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
し

て
い
く
方
針
で
あ
る
。

　

学
校
施
設
の
避
難

所
施
設
と
し
て
利
用
可

能
な
ス
ペ
ー
ス
は
、
体

育
館
・
多
目
的
ス
ペ
ー

ス
・
普
通
教
室
棟
と
負

傷
者
や
病
気
の
方
・
高

齢
者
・
要
援
護
者
の
た

め
に
保
健
室
を
想
定
し

て
い
る
。

　

普
通
教
室
の
利
用

は
、
災
害
の
程
度
、
避
難

の
期
間
、
場
合
に
よ
っ

て
は
学
校
施
設
の
一
部

を
避
難
所
と
し
て
使
い

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
は
大

き
な
被
害
を
受
け
、
多
く
の
人
が

避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
高

齢
の
方
か
ら
は
膝
が
悪
く
和
式

ト
イ
レ
で
は
用
が
足
せ
な
い
。
若

い
お
母
さ
ん
か
ら
は
、
体
育
館
で

の
雑
魚
寝
と
授
乳
の
必
要
が
あ

る
の
で
避
難
を
た
め
ら
っ
た
と

聞
い
た
。
高
齢
の
方
が
安
心
し

て
避
難
で
き
る
よ
う
に
避
難
所

の
ト
イ
レ
改
修
が
必
要
で
は
な

い
か
整
備
状
況
を
伺
う
。
真
庭

市
で
は
、
今
年
度

か
ら
５
年
間
を
か

け
小
・
中
学
校
に

エ
ア
コ
ン
を
整
備

す
る
が
、
エ
ア
コ

ン
の
付
い
た
教
室

を
、
体
育
館
で
の

雑
魚
寝
対
策
や
授

乳
ル
ー
ム
、
女
性

専
用
ル
ー
ム
に
利

用
し
、
女
性
が
避

難
を
躊

ち
ゅ
う
ち
ょ躇

す
る
事

が
な
い
よ
う
に
出

来
な
い
か
伺
う
。

な
が
ら
の
教
育
活
動
の
再
開
を

考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
の
施

設
利
用
計
画
は
体
育
館
を
想
定
。

避
難
所
に
解
放
す
る
部
分
、
解
放

し
な
い
部
分
、
こ
れ
を
区
分
し
た

施
設
利
用
計
画
の
作
成
を
改
め

て
学
校
側
に
指
示
す
る
。
エ
ア
コ

ン
整
備
５
カ
年
計
画
は
、
国
の
補

助
事
業
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
等
を
考
慮
し
可

能
な
限
り
前
倒
し
て
整
備
検
討

を
す
る
。

　

災
害
時
の
要
配
慮
者
と
は
高

齢
者
や
障
が
い
者
だ
け
で
は
な

く
、
透
析
患
者
や
在
宅
医
療
を

受
け
て
い
る
方
や
難
病
の
方
な

ど
が
含
ま
れ
る
。
現
在
真
庭
市
で

は
、
一
般
的
に
要
支
援
と
し
て
登

録
し
て
い
る
人
が
６
，
０
０
０
人

程
で
あ
る
。
福
祉
避
難
所
の
収
容

能
力
は
140
人
程
度
で
あ
り
、
絞
り

込
み
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を

作
っ
て
い
る
が
、
自
主
防
災
組
織

が
中
心
と
な
っ
て
、
避
難
の
タ
イ

ミ
ン
グ
を
考
慮
し
て
個
別
に
想

定
し
て
お
く
こ
と
。
こ
れ
を
進
め

る
上
で
も
、
全
域
に
自
主
防
災
組

織
を
つ
く
っ
て
、
組
織
を
強
化
し

て
い
く
事
が
合
わ
せ
て
必
要
と

考
え
て
い
る
。

　

高
齢
化
率
が
高
い
真
庭
市
で

は
、
独
居
老
人
や
老
老
介
護
の
世

帯
も
多
く
、
災
害
時
の
避
難
誘
導

を
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ど
の
よ

う
に
行
う
の
か
検
討
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
要
介
護
状

態
に
あ
る
方
達
は
指
定
緊
急
避

難
場
所
や
指
定
避
難
所
で
は
生

活
が
困
難
な
場
合
が
有
り
、
早
期

に
福
祉
避
難
所
の
開
設
が
必
要

と
思
う
が
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
上
島
健
康
福
祉
部
長

問

避
難
所
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
を

災
害
時
の
避
難
行
動
要

支
援
者
名
簿
の
絞
り
込

み
を

答
三
ツ
教
育
長

答
三
ツ
教
育
長

北房小学校普通教室のエアコン

真備町の被災地の様子

問谷

本

彰

良

問大

月

説

子
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薬
を
中
断
す
る
人
も
い
る
。
こ
れ

で
は
医
療
費
が
無
駄
で
あ
り
、
き

ち
ん
と
服
用
し
な
い
こ
と
で
症

状
が
悪
化
し
、
更
に
薬
が
増
え
る

と
い
う
悪
循
環
も
あ
る
。
残
さ
れ

て
る
薬
は
全
国
で
年
間
500
億
円

規
模
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
残
薬

を
適
正
・
有
効
に
活
用
し
医
療
費

抑
制
の
施
策
を
講
じ
る
べ
き
。

　

医
療
費
抑
制
の
上
で
残
薬
の

適
正
管
理
は
非
常
に
大
き
な
重

要
課
題
で
あ
る
。
関
係
者
と
協
力

を
得
て
積
極
的
に
進
め
た
い
。

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
活
用
に
取
り

組
む
べ
き
。

　

相
対
的
に
少
し
低
い
。
メ
リ
ッ

ト
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
が
、
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
出
れ

ば
取
り
組
ん
で
い
く
と
い
う
の

が
正
直
な
と
こ
ろ
だ
。

　

医
療
費
抑
制
に
向
け
様
々
な

取
り
組
み
を
し
て
い
る
。
行
政
の

目
の
届
か
な
い
課
題
と
し
て
、
処

方
薬
が
適
正
使
用
さ
れ
て
い
る

か
。
自
宅
に
飲
み
忘
れ
な
ど
薬
が

大
量
に
溜
る
残
薬
だ
が
、
多
種
類

の
薬
を
処
方
さ
れ
て
も
適
切
に

服
用
で
き
な
い
人
、
自
己
判
断
で

医
療
費
削
減
の
た
め
、

飲
み
残
し
た
薬
へ
の

対
策
を
取
る
べ
き

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
複
数

機
関
に
存
在
す
る
個
人
情
報
が

同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
基
盤
で
あ
り
、
社
会
保
障
、

税
制
度
の
効
率
性
・
透
明
性
を
高

め
、
利
便
性
の
高
い
公
平
公
正
な

社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
基
盤

で
も
あ
る
。
こ
の
制
度
は
、
公
平

公
正
な
負
担
と
給
付
を
実
現
す

る
納
税
者
番
号
と
年
金
・
福
祉
・

医
療
等
の
社
会
保
障
給
付
を
行

う
社
会
保
障
番
号
、
国
や
地
方
公

共
団
体
が
管
理
す
る
様
々
な
情

報
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
相
互
活

用
や
行
政
手
続
を
行
う
情
報
連

携
、
政
府
が
運
営
す
る
オ
ン
ラ
イ

ン
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。
こ
の
支
え

と
な
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

だ
が
全
国
の
申
請
、
交
付
状
況
は

低
迷
し
て
い
る
。
市
の
状
況
、
取

り
組
み
は
ど
う
か
。

　

カ
ー
ド
裏
面
に
は
Ｉ
Ｃ
チ
ッ

プ
が
埋
め
込
ま
れ
て
お
り
、
空

き
容
量
を
使
っ
て
住
民
総
活
躍
、

地
域
の
消
費
拡
大
サ
イ
ク
ル
を

構
築
す
る
た
め
の
マ
イ
キ
ー
プ

が
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
自

治
会
単
位
で
組
織
さ
れ
る

自
主
防
災
組
織
の
役
割
が

大
切
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

そ
こ
で
次
の
こ
と
に
つ
い

て
伺
う
。

　

①
各
地
域
の
自
主
防
災

組
織
は
、災
害
時
の
活
動
が

で
き
た
の
か
。
②
自
主
防
災

組
織
の
育
成
強
化
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　

①
自
主
防
災
組
織
の
活

動
実
態
を
把
握
す
る
た
め

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

71
組
織
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
、

43
組
織
が
活
動
で
き
た
と
回
答

が
あ
っ
た
。
安
否
確
認
、
避
難
の

呼
び
か
け
、
避
難
の
支
援
、
避
難

場
所
設
置
の
支
援
、
消
防
団
と

の
連
携
等
で
、
自
主
防
災
組
織
の

活
動
に
よ
っ
て
避
難
し
た
住
民

も
多
く
い
た
。
し
か
し
、
活
動
し

な
か
っ
た
理
由
に
何
を
す
る
の

か
わ
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
率

直
な
意
見
が
あ
っ
た
。
消
防
署
や

防
災
士
、
ま
た
専
門
知
識
を
持
っ

て
い
る
人
と
一
緒
に
な
っ
て
平
常

時
、
そ
し
て
災
害
発
生
時
の
活
動

な
ど
、
具
体
的
な
訓
練
や
研
修
会

を
実
施
し
て
、
自
主
防
災
組
織
が

よ
り
充
実
し
た
活
動
が
で
き
る

　

台
風
や
集
中
豪
雨
は
自
然
現

象
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
の
発
生

を
抑
制
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
が
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
さ
ま

ざ
ま
な
対
策
を
組
み
合
わ
せ
て

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
時

の
被
害
を
少
し
で
も
小
さ
く
す

る
防
災
・
減
災
の
取
り
組
み
が
一

層
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま

た
、
自
助
・
共
助
・
公
助
が
う
ま

く
連
携
す
る
こ
と
で
防
災
対
策

と
し
て
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と

よ
う
支
援
し
て
い
く
。

　

②
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
か
、
今

回
の
豪
雨
の
教
訓
を
踏
ま
え
て
、

危
機
管
理
課
、
各
振
興
局
、
消
防

署
、
防
災
士
等
と
協
働
し
て
一
緒

に
な
っ
て
実
践
的
な
研
修
会
や

訓
練
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
今
ま
で
救
急
法
指
導
や

消
火
訓
練
な
ど
、
こ
れ
自
体
も
大

変
大
事
な
こ
と
だ
が
、
そ
れ
に
加

え
て
地
域
内
住
民
の
安
否
確
認
、

指
定
避
難
場
所
開
設
、
要
配
慮
者

の
避
難
支
援
等
、
災
害
時
に
自
主

防
災
組
織
と
し
て
活
動
で
き
る

内
容
を
具
体
的
に
考
え
て
、
実
際

の
と
き
に
効
果
が
出
る
よ
う
な

組
織
に
高
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
利
活
用
を

防
災
力
向
上
の
た
め
に

問緒

形
　

尚

岡山県薬剤師会が提供しているブラウンバッグ

問岩

本

壯

八

豪雨災害の爪あと　法面崩落　湯原地内
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あ
る
と
お
り
、
避
難
準
備
情
報
・

避
難
勧
告
が
出
た
と
き
に
は
一

時
的
に
は
指
定
緊
急
避
難
場
所

に
市
民
は
１
回
避
難
を
し
て
、
そ

こ
か
ら
指
定
避
難
所
に
改
め
て

避
難
を
す
る
体
制
を
つ
く
る
の

か
。
ま
た
、
市
内
全
域
の
全
て
の

世
帯
に
対
し
て
、
世
帯
別
の
個
別

避
難
計
画
を
策
定
す
る
考
え
は

な
い
か
。

　

緊
急
避
難
場
所
に
行
っ
て
い

た
だ
い
て
も
良
い
が
、
そ
こ
を
具

体
的
に
ど
う
す
る
と
い
う
こ
と

を
十
分
自
治
会
と
か
自

主
防
災
組
織
と
、
あ
る

い
は
消
防
関
係
者
含
め

て
打
ち
合
わ
せ
が
で
き

て
な
か
っ
た
。今
後
は
住

民
の
方
々
が
そ
の
緊
急

避
難
場
所
に
行
っ
て
速

や
か
に
対
応
で
き
る
よ

う
な
、
具
体
的
な
行
動

を
と
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
打
ち
合
わ
せ
を
十

分
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
世
帯
別
の
避

難
計
画
の
策
定
に
つ
い

て
は
、
市
民
の
命
を
守

る
た
め
に
市
が
主
体
的

に
や
る
け
れ
ど
も
、
自

助
、
共
助
、
公
助
と
い

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
は
市

内
全
域
に
避
難
所
が
設
置
さ
れ
、

避
難
勧
告
や
避
難
指
示
が
発
令

さ
れ
、
多
く
の
市
民
が
避
難
を
実

施
し
た
。
指
定
緊
急
避
難
場
所
の

運
用
に
つ
い
て
、
今
後
真
庭
市
と

し
て
は
防
災
マ
ッ
プ
に
載
っ
て

う
、
そ
う
い
う
こ
と
で
自
分
あ
る

い
は
家
庭
と
、
そ
し
て
消
防
団
と

か
民
生
委
員
と
か
、
地
域
の
自
治

会
と
か
、
自
主
防
災
組
織
と
か
、

そ
こ
で
基
本
的
な
私
ど
も
の
考

え
方
は
出
し
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ

こ
で
話
を
し
て
い
た
だ
く
。

　

旗
振
り
役
は
市
民
の
命
を
守

る
た
め
に
市
が
率
先
し
て
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は

は
っ
き
り
申
し
上
げ
て
お
く
。

護
人
材
確
保
政
策
の
検
討
は
さ

れ
る
の
か
。
③
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
を
毎
月
実
施
す
る
事
が
必
要

で
は
。

　

①
全
体
で
３
，
６
４
５
人
で
、

１
割
が
３
，
５
０
１
人
、
２
割
が

94
人
、
３
割
が
50
人
。
②
農
山

村
部
で
若
い
女
性
の
働
く
職
場

と
し
て
福
祉
関
係
は
非
常
に
重

要
で
あ
る
。
事
業
所
の
実
態
を
調

べ
、
関
係
者
の
意
見
も
伺
い
人
材

確
保
に
努
め
る
。

　

③
今
後
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
さ
ら

に
養
成
し
て
い
く
。

　

本
年
８
月
よ
り
所
得
の
高
い
高

齢
者
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
自

己
負
担
が
３
割
に
な
っ
た
。
厚
労

省
の
調
査
で
は
２
割
負
担
の
人
の

3.8
％
が
サ
ー
ビ
ス
を
減
ら
し
た
り

中
止
し
た
と
の
結
果
が
あ
る
。
今

後
介
護
予
防
に
携
さ
わ
る
方
々
の

役
割
は
一
段
と
重
要
に
な
る
。
ま

た
介
護
職
員
の
人
材
不
足
に
よ
り

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
支
障
を

来
す
状
況
が
あ
り
、
市
内
134
の
介

護
保
険
事
業
所
に
雇
用
状
況
調

査
を
実
施
さ
れ
た
。
伺
う
。

　

①
介
護
サ
ー
ビ
ス
１
割
・
２

割
・
３
割
負
担
の
人
数
は
。
②
介

　

７
月
豪
雨
災
害
で
各
自
治
体
共

ご
み
の
集
積
場
確
保
に
苦
慮
さ
れ

た
。近
隣
市
も
焼
却
場
が
被
災
し
真

庭
市
で
受
入
れ
も
行
っ
た
。
伺
う
。

　

①
市
内
で
の
被
災
ゴ
ミ
の
集
積

場
の
実
態
は
。
②
市
内
で
災
害
が

発
生
し
焼
却
場
の
処
理
能
力
を
超

え
る
場
合
の
対
応
は
。
③
流
木
等

の
集
積
場
の
確
保
は
。
④
各
振
興

局
毎
の
暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
裏

面
に
避
難
場
所
一
覧
や
地
図
を
載

せ
て
の
情
報
伝
達
手
段
は
。

　

①
市
内
12
カ
所
を
想
定
し
て

い
る
。
②
近
隣
自
治
体
と
相
互
応

援
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。
民
間

処
理
施
設
と
も
連
携
し
て
い
く
。

③
出
来
る
限
り
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

所
で
資
源
化
し
て
い
き
た
い
。

④
災
害
対
応
の
緊
張
感
や
認
識

に
も
通
じ
る
た
め
、
検
討
す
る
。

　

災
害
廃
棄
物
の
対
応
計
画
を

明
確
に
し
、
仮
置
き
場
も
具
体
的

に
ど
の
様
に
運
用
す
る
か
を
今
年

度
中
に
決
め
る
。

問

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
上
島
健
康
福
祉
部
長

答
有
元
生
活
環
境
部
長

旗
振
り
役
は
市
民
の
命

を
守
る
た
め
に
市
が
率

先
し
て
や
る

介
護
サ
ー
ビ
ス
３
割
負

担
の
実
態
は
ど
う
か

被
災
ご
み
・
災
害
ご
み
の

集
積
場
確
保
の
実
態
は

問小

田

康

文

浸水想定区域にあり議論の待たれる緊急指定避難場所の北房ふるさとセンター

７月豪雨での土砂災害　北房地内

問原
　

秀

樹

17

一般質問一般質問
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議会の動き議会の動き

予算･決算委員長の決め方は

総
務
委
が
朝
来
と
大
野
を
視
察

産
建
委
が
西
粟
倉
村
を
視
察

　真庭市議会委員会条例第10条に「委員長及び副委

員長がともにいないときは、議長が委員会の招集日

時及び場所を定めて、委員長の互選を行わせる。互選

の場合には、年長の委員が委員長の職務を行う。」と

あります。真庭市議会での年長者・河部辰夫委員が委

員長として委員長・副委員長の互選を行っています。

検証部会が亀山市と西脇市を視察
　10月4日・5日、三重県亀山市議会、兵庫県西脇市議

会の視察研修。また龍谷大学土山教授を訪問し真庭

市議会の議会活性化に対する意見交換をしました。

先進地市議会で学んだ議会活性化の取組を生かし

ていきたいと思います。写真は西脇市議場で。

文教委が文京区と大和市を視察
　７月24・25日、文教厚生委員会の先進地視察を行

いました。写真は大和市立林間小学校の教室。

　東京都文京区で放課後支援事業の取り組み、神奈

川県大和市で放課後学力向上支援事業の現状を調

査しました。大和市立林間小学校では、理科室などを

使っている状況を視察しました。

二川小学校 最後の大運動会
　9月16日、二川地区合同運動会が秋晴れの下で行

われました。全校児童13人の二川小学校は、今年度

で閉校が決まっていて最後の運動会となりました

が、子どもたち・先生・地域の方、みんな盛り上がって

楽しい運動会になりました。写真はみんなで体操。

　

８
月
１
日
、
２
日
と
総
務
常
任
委
員
会
が
行
政
視
察

を
行
い
ま
し
た
。宝
島
社
調
査
に
よ
る
住
み
た
い
田
舎
№

１
に
選
ば
れ
た
兵
庫
県
朝
来
市
で
、
移
住
定
住
施
策
と

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

活
動
の
話
を
聞
き
ま
し

た
。
福
井
県
大
野
市
で

は
、
高
校
生
た
ち
に
い

つ
か
大
野
に
帰
っ
て
き

て
ね
！
と
大
人
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る

「
大
野
に
か
え
ろ
う
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
移
住

応
援
「
オ
オ
ノ
グ
ラ
シ
」

を
勉
強
し
ま
し
た
。

　

８
月
31
日「
100
年
の
森
林
構
想
」と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
持

ち
、美
し
い
森
林
に
囲
ま
れ
た
上
質
な
田
舎
を
目
指
し
、村

を
挙
げ
て
森
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
西
粟
倉
村
へ
。

森
林
所
有
者
か
ら
村
・
森
林
組
合
が
森
林
を
預
か
り
管
理

す
る
新
し
い
森
林
整
備
の
取
組
を
学
び
ま
し
た
。

朝来市議場で

議事進行する河部委員

整備された西粟倉村の森の前で

議会の動き議会の動き 議会の動き議会の動き 議会の動き議会の動き 議会の動き議会の動き
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月
間
広
報
に
真
庭
市
が
登
場

　

東
京
の
公
益
社
団
法
人
日
本
広
報
協
会
が
発

行
す
る
全
国 

月
間
広
報
に
真
庭
市
議
会
だ
よ
り

が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。見
開
き
の
写
真
付
き
で
、
真

庭
市
議
会
（
岡
山
県
）
は
広
報
紙
の
50
号
記
念
企

画
と
し
て
、地
元
の
高
校
生
50
人
に
取
材
し「
議
員

に
な
っ
た
ら
や
っ
て
み
た
い
こ
と
」
を
特
集
し
た
。

過
去
の
振
り
返
り
で
は

な
く
、
未
来
目
線
で
あ

り
、
広
報
紙
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
も
繋
げ
て
い
る
。

最
新
号
を
見
て
も
広
報

広
聴
に
勢
い
を
感
じ
る
。

と
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。頑

張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

11団体が参加

議会の動き 議会の動き議会の動き 議会の動き議会の動き 議会の動き議会の動き 議会の動き議会の動き

　10月18日、エスパスホールで京都大学こころの未

来研究センター教授・広井良典氏を講師に迎え「人口

減少社会を希望に」と題した講演会を開催し、市民ら

300人が聴講しました。真庭市がＳＤＧｓ未来都市に

選定されたことも踏まえ、新たな時代の展望につい

て幅広く考える講演会になりました。写真は左から

長尾議長・広井教授・福島副議長。楽屋にて。

　7月20日午後7時から、久世公民館で放課後児童

クラブの皆さんと当委員との意見交換会を行いまし

た。指導員の確保、指導員の待遇、設置場所も様々で、

公設、民家を借り上げ、神社の社務所を借りていると

ころがあり、運営も保護者会がほとんどですが社会

福祉法人もある等課題が色々ありました。

議会講演会に広井良典教授

文教委が児童クラブと意見交換

GIKAI  NO  UGOKI

議 会

き
の

動

　10月９日、議会活性化15策の一つである政策討

論会が実施されました。文教厚生、産業建設、総務の

３常任委員会がそれぞれに先進地視察や市民・団体

と意見交換会を行い何度も会議を開催し、政策討論

会に向けて準備をしてきました。全会一致となると

議会としての政策提言となる大切な討論会です。

　文教厚生委員会は放課後児童クラブの充実に向

けて、産業建設委員会は新しい森林管理システムの

提言を、総務委員会は若者定住支援策「まにわにか

えろう・のころう」と各常任委員会の政策が説明さ

れ、それぞれの政策が、よりよい真庭市につながる

政策なのかどうかを見極める為に、真剣な議論が繰

り広げられました。写真は政策討論会の様子。

議員間で政策討論

７月 ８月 ９月 10月編

1919



議会の動き議会の動き

　８月３日、真庭青年会議所主催の高校生議会が、次

代を担う高校生に市政や議会の理解と関心を深め

てもらうことを目的に開催されました。12人の高校

生から質問があり、太田昇市長、長尾修議長、樋口登

選挙管理委員長が答弁しました。その中から「議員は

なにをやっているの？」を紹介します。

藤田修平さん

　高校生の大半は、議員さんや議会のこと

をよく知りません。もっと親しみやすくな

るように議員さんの仕事や議会の仕組み

について教えてもらいたいです。

梶清　誠さん

　交通標語のような「高校生の投票が大

切！」というポスターを高校生から募集

し、学校に掲示したら良いと思います。

長尾　修 議長　　

　満18歳以上の市民の皆様から選挙で選

ばれた代表者が集まって、もっと住みよい

街にするための仕事やそれに必要なお金

の使い方（予算）、みんなが守らないといけない決ま

り（条例）など、大切なことを話し合い決める会議の

ことで、真庭市議会には24人の議員がおり、この中か

ら議長や副議長が選ばれます。

　専門的に言いますと、議会とは「県や市町村等の地

方公共団体の意思決定機関」であり、憲法93条では

「議事機関として議会を設置する」となっています。

　議会は、議決事件について十分な議論を尽くし、最

終的な意思決定をする機関であります。

　毎年３月・６月・９月・12月の年４回開催する定例会

や臨時に開催する臨時会とともに、議会運営委員会

や常任委員会などを設置して、審議を行っています。

議会の機能としては、市長も議員も直接公選する二

元代表制において、議会には行政機関（執行部）を監

視し、適切な執行がなされているかどうかをチェッ

クする行政監視機能と、議会側から政策を立案し市

長に提示する政策立案機能とがあります。

　「選挙の公約」と「議員の主張」をまとめた広報紙や

チラシの配布については、市議会議員立候補者に関

し、投票前に市選挙管理委員会が高校生を含めた有

権者に無償で配布する「選挙公報」があり、候補者の

氏名・経歴・政見などを掲載しており、これを見て投

票の参

考にし

ていただければと思います。

　ご提案のような広報紙やチラシを高校生と市議

会議員とが一緒に作成することは、新人や元職の立

候補も想定されるため、難しいと考えておりますが、

すべての年代層の方々に関心を持っていただけるよ

うな議会になっていければと思います。高校生との

懇談会の開催についても検討したいと思います。

高校生議員：藤田修平、鈴木結賀、

梶清誠（真庭高校落合校地）米田

かれん、小野田凌太、吉原加啓瑠

（勝山高校）竹林莉菜、髙井将治、

髙山誠（真庭高校久世校地）

入澤正基、千香舞乃、細川瑞姫（勝

山高校蒜山校地）　議席番号順

GIKAI  NO  UGOKI

議 会

き
の

動
特別バージョン

議会の動き議会の動き 議会の動き議会の動き

高校生議会

問

答

議場にて撮影

最終的な意思決定をする会
議
録
か
ら
抜
粋

議員は何をやっているの？

20

特別バージョン

2020



議会の動き議会の動き 議会の動き

　８月26日、ＣＬＴ（直交集成板）を含む木材をふん

だんに使い4月に開校した小学校・こども園の見学

会が「北房地域新教育環境スタート宣言」として開

かれ、県内外から約千人の方が見学に来られました。

　総事業費は、41億3,900万円で100年続く学校と

してスタートしました。

　７月12日、鳥取県倉吉市議会との交流会を開催し

ました。交流を深め、課題を共通認識するために行っ

ています。

　一般国道313号地域高規格道路（真庭市初和地区

と倉吉市関金地区）の整備状況を視察し、その後、懇

親も深めました。写真はあいさつする長尾議長（右）。

北房小学校・北房こども園見学会

倉吉市議会との交流会

　８月３日、議会運営委員会・真庭市議会報告会+市

民と語る会の班長副班長合同会議が最終協議を行い

ました。完成した40ページの実施報告書と参加者か

らいただいたアンケートの結果を議会ホームページ

に公開しています。紙資料は議会事務局に来てくだ

さると閲覧できます。来年は6月定例会終了後に開催

することが決まっており、新年度の役員で開催場所

を公募することも検討されます。写真は会議の様子。

市民と語る会の報告書を公表

GIKAI  NO  UGOKI

議 会

き
の

動

　９月４日、２会派の要望により、全８会派の代表者

全員の出席のもと会派代表者会議が開催されまし

た。議題は、「議員報酬及び議員定数について」で、各

会派の意見を聞く目的で実施されました。意見では、

報酬・定数を具体的に提示する会派もありましたが、

報酬と定数は別々の条例で定められているため同一

での議論は、不都合が生じるとの意見も多数ありま

した。議員報酬については、「真庭市議員報酬及び特

別職給料等審議会」の審議の様子を見る。議員定数

については、会派内で具体的な議論していないとい

う意見が多数あり、当分の間様子を見るということ

で閉会となりました。

会派代表者会議を開催

７月 ８月 ９月 10月編

報酬と定数について話す

加藤勝信衆議院議員が激励（中央）
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「
市
民
と
議
会
の
い
い

関
係
づ
く
り
」
の
た

め
、
が
ん
ば
り
ま
す

の
で
、よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

議
会
広
報

　 

編
集
特
別
委
員
会

議
広
会
報

 地域のために何をするか考え

たことはありませんでした。今

回話し合う中で、真庭市に人を

寄せるイベントを作るべきと思

いました。みんなと意見を交わ

す時間ができてとてもよかった

です。参加すべき催しがあれば、

次からは自分の意志で参加した

いと思います。

人を寄せるイベント

吉原加啓瑠さん
勝山高校　2年

　まったく議会に関心ないま

ま参加しました。各校で真庭

市に対する要望が違うので面

白かったです。1年生も傍聴

するだけでなく質問しても良

かったと思う。周りの人たちか

ら意見を言われるようになり

ました。一番多いのは汽車・バ

スの便を増やして欲しいです。

汽車・バスを増やして

竹林莉菜さん
真庭高校久世校地

2年

　真庭市議会ではタブレット（iPad）を用いた会

議運営を９月定例議会より試行しました。

　その目的は、議会の見える化、議会や議員間の

情報の共有化、情報共有の即時化と議会運営の効

率化です。これからはこれまで以上に多くの情報

（資料）を持ち歩くことが可能になり、問い合わせ

などにすぐ正確に回答できるようになりました。

　議員間で全ての情報を共有化することで、活発

な議論が展開されることが期待できます。

タブレット議会スタート

　選挙権年齢が引き下げられ

約２年が経過しましたが、依

然として若者の投票率は低い

状況にあり、真庭地域におい

ても同様であります。私たち

は若者の政治参画意識の向上

が真庭の未来の発展に繋がる

と考え、高校生議会の開催に

取り組みました。

政治参画意識の向上

井藤嘉之さん
（一社）真庭青年会議所

理事長

ＩＣＴ化推進部会　部会長　小田　康文

ビューティステーション　森のトトロ

九州へ復興応援コンサート♪ 真庭市から9人参加　まにがく

パッチワーク　山本　和枝

駅　Ｋ.Ｏ

絵手紙　 み　

高
校
生
議
会
に
参
加
し
て

タ
ブ
レ
ッ
ト
議
会

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

市民の広場

ハロウィン の季節

黒尾田んぼ　あづ佐

15年連続日本
一の庭園 　

○19

222222



市民の広場
MANIWA

ここは市民みんなでつくるページです
楽しい気持ちでご参加ください

SHIMIN
NO

HIROBA

市民
広場

の

BO　絵画、写真などを募集しています。住

所、氏名、電話番号を書いてください。ペン

ネームを希望される場合も連絡先と氏名

が書いてあることが必要です。

　「投稿！言いたい」は200字以内にまと

め、ご応募ください。文責として氏名を掲

載します。誹謗中傷等の内容や紙面の都

合上、掲載できない場合があります。集
だんじりケンカの絵　ke　と俄留（にわかどめ）

まにぞうと記念写真　エスパスで

大きくなったね　るい

ルーブル美術館展　大阪

子育て楽しんでます　ありさ

99歳と1歳のハイハイ　○サ

勝山　曲り

普門寺の紅葉　孝ちゃん

なかよし　スカイハート

応募先 真庭市議会

宛先:24ページの緑帯欄に記載しています

議長室の案内板

15年連続日本
一の庭園 　

○

2323



本
会
議（
開
会
、提
案
説
明
）

本
会
議（一般
質
問
）

本
会
議（一般
質
問
）

本
会
議（一般
質
問
、議
案
質
疑
）

　
　
　
　
　
　
　
　

  

常
任
委
員
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会

本
会
議（
委
員
長
報
告
、採
決
、閉
会
）

４
日

10
日

11
日

12
日

13
日

18
日

21
日

12
月

　12月定例会の請願と陳情の受付は、11月30

日（金）までです。

　来年３月定例会の締切は１月31日(木)、

　　　６月定例会の締切は５月31日(金)、

　　　９月定例会の締切は８月30日(金)　

までです。様式などの問い合わせは議会事

務局までお願いします。ただし、土日祝祭日

等の市役所の閉庁日は除きます。

　市政などについての意見や要望があるとき

は、誰でも請願や陳情を議会に提出すること

ができます。

　請願は、議員の紹介を必要とするのに対し、

陳情の場合は、議員の紹介は必要ありません。

（
火
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
火
）

（
金
）

14
日（
金
）
17
日（
月
）

12月定例会の請願・陳情は
11月30日㈮まで

緒

　形

　
　
　尚

委
員
長

南

　
　
　俊

　樹

事
務
局

古

　南

　源

　二

委
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ふるさと
１ 枚 10月14日　北房コスモスまつりにて

12
月
定
例
会
の
日
程

お知らせお知らせ

市長・議員の失職

●
会
議
は
通
常
午
前
９
時
30
分
に
開
会
し
ま
す
。

●
正
式
に
は
11
月
21
日
の
議
会
運
営
委
員
会
で

決
定
し
ま
す
。

　正解者の中から４人に「美甘ひめのもち」セ

ットが当たります。はがきに答えとあなたの住

所・氏名を本ページ緑帯欄に記載している真

庭市議会までお送りください。当選者の発表

は商品の発送をもって代えさせていただきま

す。締切は11月

30日（金）です。

　前号の応募総

数は22通で、正

解者22人でし

た。ご応募あり

がとうございま

した。

真庭市が推進してい
る国連が平成27年
に採択した「持続可能
な開発目標」を略して
何という？“○○○s”

議会改革 新たなステージへ

▼議場にタブレットが登場 ▼5人の講師に教わりました

バックは
真庭火葬場のＣＬＴ

12
月
か
ら
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

12
月
か
ら
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

議
員
全
員

議
員
全
員

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
部
会
が
研
究
し
て
き

た
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
の
契
約
が
整
い
、８

月
６
日
か
ら
３
回
研
修
会
を
行
い
ま
し

た
。契
約
先
は
東
京
イ
ン
タ
ー
プ
レ
イ
と

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
で
、経
費
削
減
と
議
会
運

営
の
効
率
化
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

　
悪
戦
苦
闘
、操
作
に
戸
惑
う
議
員
も
お

り
講
師
に
教
わ
り
な
が
ら
の
挑
戦
で
し

た
。情
報
共
有
や
文
書
管
理
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
可
能
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
９
月
議
会
は
今
ま
で
通
り
の
紙
資

料
と
併
用
し
ま
し
た
が
、12
月
議
会
か

ら
は
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
と
な
り
ま
す
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
議
員
と
事
務
局
職

員
に
計
30
台
用
意
し
、３
年
間
リ
ー

ス
総
額
は
１
，２
９
２
万
円
で
、議
員

は
毎
月
３
，９
０
７
円
の
通
信
費
を

自
己
負
担
し
て
い
ま
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
挑
戦
中

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
挑
戦
中
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有
権
者
が
市
長
や
議
員
を
解
職
さ
せ
る
方
法

は
、
リ
コ
ー
ル（
解
職
請
求
）で
す
。有
権
者
の
３
分

の
１
以
上
の
署
名
を
集
め
、
そ
の
代
表
者
が
選
挙

管
理
委
員
会
に
提
出
す
れ
ば
請
求
は
成
立
し
ま

す
。
そ
の
後
は
本
当
に
解
職
し
て
良
い
か
ど
う
か

を
判
断
す
る
た
め
に
住
民
投
票
を
行
い
ま
す
。
そ

こ
で
過
半
数
が
解
職
に
同
意
す
れ
ば
、
首
長
や
議

員
は
失
職
し
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
が
自
ら
の
手
で「
決
着
」さ
せ
る
方

法
も
あ
り
ま
す
。
地
方
自
治
法
の
134
条
～
137
条
で

議
員
に
対
す
る「
懲
罰
」を
定
め
て
お
り
、
懲
罰
は

重
い
順
に「
除
名
」「
出
席
停
止
」「
陳
謝
」「
戒
告
」の

4
種
類
あ
り
ま
す
。

　
「
除
名
」処
分
は
、
議
員
の
3
分
の
2
以
上
が
出

席
し
た
本
会
議
に
お
い
て
、
4
分
の
3
以
上
が
賛

成
す
る
と
、除
名
は
成
立
し
、そ
の
議
員
は
失
職
し

ま
す
。

　

除
名
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
知
事
に
異

議
申
し
立
て
を
し
て
審
決
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
除
名
処
分
の
適
否
を
裁
判
で
争
う
こ
と
も

で
き
ま
す
。
市
長
が
議
会
を
解
散
し
議
員
が
全
員

解
職
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

クイズ
議 会
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